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甲 斐 市 広 報 誌

■発行／甲斐市　〒400-0192 山梨県甲斐市篠原2610

■編集／秘書広報課　 055（278）1678 055（276）7216

２

甲斐市の人口　74,233人（＋52）

住民基本台帳人口　　72,755人（＋42） 男性36,396人（＋20） 女性36,359人（＋22）
世帯数27,193世帯（＋7） 外国人登録人口1,478人（＋10） （ ）内は前月比

節分（せつぶん）
本来は各季節の始まりの日（立春・立夏・立秋・

立冬）の前日のこと。節分当日の夕暮れ、柊の枝に
鰯の頭を刺したものを戸口に立てておいたり、豆を
まいて年の数だけ食べたりする習慣があります。こ
れは、季節の変わり目には邪気（鬼）が生じると考え
られており、それを追い払うためのもの。豆を撒く
際には掛け声をかけます。通常「鬼は外、福は内」
ですが、地域や神社によってはバリエーションが。
たとえば、京都府福知山市の大原神社は「鬼は内、
福は外」奈良県の蔵王寺では「福は内、鬼も内」など。
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「自らの地域は自ら守る」」 
甲斐市消防団総勢611名。。 
「自らの地域は自ら守る」
甲斐市消防団総勢611名。
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昨年の台風23号の時に地区の公民
館に自主避難したそうですが。
■はい。この地区に移り住んで２
年位になるのですが、あの時は自
宅に隣接する六反川の水位が見る
見るうちに増水して、川の流れも
速く大きな石が川底や石積みにぶ
つかりながら流れる『ゴツゴツ、
ゴロゴロ』という、けたたましい
音に怖くなりました。これからま
だ降り続くので警戒するようニュ
ースで流れており、近所の人たち
と非難した方がいいのかしら、と
相談して自治会長さんに公民館の

使用をお願いしました。
自治会長さんが公民館の鍵を持

ってきてくださった時に、現場を
確認して「こんな状態は初めてだ」
と言っていました。直ちに消防団
に連絡をとってくれ、消防団の人
が来てくれました。消防団の人た
ちは地域の人たちといっしょに決
壊しそうな危険な状況の堤防に、
雨が降りしきるなか懸命に土のう
を積んでくれました。その間に私
は子どもたちを連れ、近所の人た
ちと公民館に自主避難しました。

消防団に対してどういった印象が
ありますか。
■地域に消防団の人たちがいると
いう事はすごく心強いですね。今
回のように災害を目の当たりにす
ると特に感じます。夫も最初のう
ちは、「水が溢れ出てきたらバケ
ツでくみ出すしかない」なんて言
っていたんですが。（笑）もうそれ
どこじゃないくらいの状況になっ
てしまって。直ぐに駆けつけて対
応してくれたのは、やはり地域に
密着した消防団だからだと実感し
ました。それにこの地域の消防団
は活動内容を広報紙（双葉分団第
６部独自発行：編注）でお知らせ
してくれているんですよ。
被害を防ぐために大変な任務だ

と思いますが、これからも頑張っ
ていただきたいです。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
地
元
消
防
団
は
、

日
頃
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、

倒
壊
家
屋
か
ら
数
多
く
の
人
々
を
救
出
し
た
活
躍
に

は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
を
目
に

し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
大
規
模
災
害
時
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
消
防
団
だ
。
常
備
消
防
と
言
わ
れ
る
消
防

署
の
職
員
と
は
違
い
、
消
防
団
を
構
成
す
る
団
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
自
ら
の
意
思
に
基

づ
く
参
加
で
、
地
域
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

甲
斐
市
に
お
い
て
も
９
月

１
日
、
新
市
発
足
と
同
時
に

旧
三
町
の
消
防
団
が
「
甲
斐

市
消
防
団
」
と
し
て
統
合
さ

れ
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災

や
昨
年
の
台
風
23
号
に
よ
る

河
川
の
増
水
箇
所
な
ど
の
現

場
に
出
動
し
活
躍
し
て
い

地
震
、
台
風
、
火
災
な
ど
の
災
害
は
、
時
と
場
所
を
選
ば
ず

私
た
ち
を
襲
っ
て
く
る
…
…
。

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
53
秒
、
下
か
ら
た
た
き

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
激
震
が
街
を
一
瞬
に
し
て
破
壊
し
た
…
…
。

あ
の
、
６
、
４
０
０
人
を
越
え
る
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
今
年
で
丸
10
年
が
経
過
し
た
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
私
た
ち
の
防
災
に
対
す
る
意
識
は
確
か

に
向
上
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
も
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
や
集
中

豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
が
日
本
列
島
を
襲

い
、
数
多
く
の
人
が
被
災
し
た
。

やはり 地域に密着した消防団だからだと実
感しました。

手塚祐三子さん（甲斐市宇津谷）
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消防団に入ったきっかけは。
■消防団に入団したのは２年前で
す。地域の消防団員に誘われたの
がきっかけで、同級生と一緒に入
団しました。消防団の役割は、火
災が起きたときに火を消すことぐ
らいかなと、簡単に考えていたの
ですが入ってみたら全然違いまし
た。（笑）

入団してから2年が経ちますが、
消防団はどうですか。
■こんなにいろんな活動をしてい
るとは思いませんでした。訓練か
ら消火栓や機械器具の点検、防犯

診断やイベントでの警備など本当
に様々です。
先輩たちからは消防のことばか

りではなく、地域のことなどいろ
いろ教わることが多いです。大変
ではあるけど結構楽しいですよ。

昨年の10月に行われた山梨県消防
団員操法大会において、ポンプ車
操法の部に選手として出場し見事
優勝したそうですね。
■はい。自分は最初
選手ではなかったの
ですが、けがをした
人の代わりに選手と
して出場することに
なりました。練習は
期間が長かったのと、
ホースを担いで何回も走るので結
構きつかったです。
本番の大会ではすごく緊張しま

した。優勝した瞬間は本当にうれ

しかったし、自然と涙が溢れまし
た。最後は選手や指導してくれた
人、練習に協力してくれた人みん
なで泣きました。

消防団で活動するようになって変
わったことはありますか。
■消防団に入る前と入ってからで
は、火災や防災に対する意識が以
前とは比べ物にならないくらい変

わりました。
また、年代が
違い、入団し
なければ知り
合えなかった
かもしれない
人たちとの出
会いも自分に

とって大きな財産です。これから
も先輩団員に負けないよう地域の
ためにがんばりたいと思います。
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る
。（
右
ペ
ー
ジ
下

参
照
）
消
防
団
は
こ

う
し
た
災
害
現
場
に

お
い
て
即
時
対
応
が

で
き
る
た
め
に
、
日

頃
よ
り
消
火
訓
練
、

水
防
訓
練
と
い
っ
た

訓
練
を
積
ん
で
い

る
。
ま
た
、
県
消
防

協
会
が
主
催
す
る
ポ

ン
プ
繰
法
大
会
に
出

場
し
、「
安
全
に
素

早
く
正
確
な
行
動
」

が
と
れ
る
よ
う
技
術

の
向
上
に
も
励
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
訓

練
が
消
防
団
の
組
織
力
、
団
員
の
防
災
へ
の
志
気
を

高
め
て
い
る
。（
下
記
事
参
照
）

一
瞬
の
油
断
も
許
さ
れ
な
い
災
害
現
場
で
は
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
聞
い
た
。
団
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
定
期
的
な
機
械
点

検
な
ど
で
培
わ
れ
、
ま
た
、
地
域
と
は
防
災
訓
練
に

お
い
て
の
初
期
消
火
の
指
導
を
は
じ
め
、
日
常
の
消

火
栓
清
掃
・
機
具
点

検
、
各
家
庭
を
訪
問
し

て
の
防
火
・
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
と
お
し

て
密
接
に
連
係
を
し
て

い
る
。
他
に
も
独
自
に

活
動
内
容
を
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
し
た
り
、
お

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
、

火災や防災に対する意識が以前とは比べ物
にならないくらい変わりました。

竜王第１分団第２部　中澤大輔さん（甲斐市竜王）
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今年の出初式で20年勤続団員表彰
を受けられましたが、これまで消
防団に携わってきてどうですか。
■意外とあっという間だった感じ
がしますね。年数とともに立場も
変わり、先輩たちに教えてもらっ
た「地域の安全を守る」精神と行
動を団員たちに伝えていかなけれ
ばと感じますね。これまで活動し
てこれたのも先輩や仲間がいたか
らかな。それに家族や地域の協力
があったからこそだと思うね。

協力してきた奥さんはどのように
消防団を感じていますか。
■夫が消防団に入ったのは、結婚
して2年目の時。消防団は訓練や
機械器具の点検などで夜、家を空
けることが多いでしょ。私は九州
からお嫁に来たばかりで、まだ知
り合いも少
なかったか
ら寂しくて
ね。当時は
正直、消防
団にあまり
好い印象は
なかったで
すね。（笑）
それに夜中にサイレンが鳴り、消
火活動に飛び出して行った時など
は、無事に帰ってくるまで心配で
心配で眠れなかったです。
でも、その消防団のおかげで同

じ境遇にある団員の奥さんたちと
たくさん友だちになれ、地域の他

の活動にもすんなり入れました。
気がつけば私も夫と一緒で20年
経ってしまったんですよね。今で
は夫の心配より分団員の方の安全
や健康が気になりますよ。（笑）災
害現場には危険が付き物ですか
ら、分団長という立場にいる夫に

は団員の家族を悲
しませるようなこ
とだけは無いよう
安全に細心の注意
を払って欲しいで
すね。

■確かに気が付け
ばもう20年。自分も

今は分団長という役職になり、当
然だけど責任を感じるよ。団員に
は、まずは自らの安全を確保し、
決して一人だけで危険な行動をし
ないで欲しいと思うし、そうした
指導を徹底しなければいけません
ね。消防団は団長を先頭に統率が
取れ、協力し合える組織。無理は
せず、これからも自治会などと連
携を図りながら地域のために頑張
ります。

防
火
や
防
災
に
関
す
る
啓
蒙
活

動
を
行
っ
て
い
る
分
団
も
あ

る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
の
日
々

の
努
力
に
よ
っ
て
、
甲
斐
市
の

災
害
時
に
お
け
る
被
害
は
最
小

限
に
く
い
止
め
ら
れ
て
い
る
。

当
然
、
消
防
団
が
こ
う
し
た
活

発
な
活
動
が
で
き
の
も
団
員
の

努
力
だ
け
で
は
無
く
、
そ
れ
を

支
え
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
家

族
や
職
場
・
地
域
が
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。（
下
記
事
参
照
）

私
た
ち
市
民
も
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
ぬ
災
害

に
備
え
、
積
極
的
に
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、
非

常
持
出
品
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
特
に
火

災
に
つ
い
て
は
、
私

た
ち
が
常
に
「
火
の

用
心
」
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
け
れ
ば
防
げ

る
こ
と
で
は
な
い
か
。

１
月
10
日
、
消
防

団
は
市
に
な
っ
て
初

め
て
の
消
防
出
初
式

を
甲
斐
市
双
葉
体
育

館
に
お
い
て
行
い
、

「
気
持
ち
も
新
た
に

一
致
団
結
し
て
、
和

を
持
ち
、
強
力
な
組

織
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
こ
う
」
と
更
な

る
地
域
防
災
へ
の
結

束
を
誓
っ
た
。

家族や周囲の協力があったから続けてこれた。
敷島第２分団　雨宮清一分団長（甲斐市境）
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●山梨県消防協会長表彰《甲種功労
章》甲斐市消防団副団長　中込正・
中村明雄　竜王第３分団分団長　花
輪貞夫　《乙種功労章》竜王第１分
団部長　縣明夫　団員　三井修　竜
王第２分団部長　有泉和則　班長
今井哲夫・坂本直光　竜王第３分団
班長　三井公起　団員　山本金雄
敷島第１分団部長　中込公二　敷島
第２分団班長　三村忠夫　敷島第３
分団班長　長田勝　敷島第４分団部
長　長田末男　班長　笹本壽仁　敷
島第５分団班長　山本治夫　団員
山本裕　双葉分団第１部部長　村松
一彦　双葉分団第２部部長　小田切
年男　双葉分団第３部部長　中村良
樹　双葉分団第４部部長　輿石弘司
双葉分団第５部部長　渡辺昌人　双
葉分団第６部班長　櫻本正司　双葉
分団第７部部長　三木和臣　●山梨
県消防協会甲府地区支部長表彰 竜
王第１分団団員　中澤睦夫・小野弘
之・寺田栄二　竜王第２分団副分団
長　小田切毅　竜王第３分団機械係
長　志村俊光　敷島第１分団部長
小林努　敷島第２分団部長　瀧口晴
彦　敷島第３分団部長　雨宮久　敷

島第４分団班長　長田辰
彦　敷島第５分団団員
福島守　●山梨県消防協
会峡北支部長表彰 双葉
分団本部団員　小田切英
規　双葉分団第１部班長
佐野剛　双葉分団第２部
班長　中沢均　団員　清水仁　双葉
分団第３部班長　飯室融　双葉分団
第４部班長　若月和行　双葉分団第
５部班長　窪田秀吉・石川広樹　双
葉分団第６部班長　保坂雅史　双葉
分団第７部部長　三木和臣　班長
土橋宏行●山梨県峡中地域振興局長
表彰 竜王第２分団団員　仙洞田信
行　竜王第３分団団員　小宮山貢
敷島第１分団副分団長　松本栄一
敷島第４分団副分団長　佐藤善毅
双葉分団第５部部長　渡辺昌人　双
葉分団第６部部長　根津秀樹　●峡
北消防本部消防長表彰 双葉分団第
１部班長　乙黒健　双葉分団第２部
班長　小倉正一　双葉分団第３部部
長　中村良樹　双葉分団第７部ﾗｯﾊﾟ
隊長　中島一洋　●山梨県消防協会
甲府地区支部長特別表彰 甲斐市消
防団竜王分団　●甲府地区消防本部

消防長特別表彰 竜王第１分団部長
長谷部秀樹　団員　高野勝身・中澤
大輔・平林洋仁・堀口正彦・金丸宗
秀　●甲府警察署長・甲府防犯協会
長感謝状 敷島第１分団部長　菊原
浩雄　敷島第２分団班長　小田切孝
人　敷島第３分団班長　長田裕二
敷島第４分団班長　佐藤修　敷島第
５分団班長　石橋弘基　●南甲府警
察署長・防犯協会南甲府支部長表彰
竜王第１分団班長　遠藤雅友　団員
清水篤美・小池幸正　竜王第２分団
団員　神澤智秋・坂本儀明　竜王第
３分団部長　新海修己　班長　志村
勇樹　団員　長田眞・森山和典　
●韮崎警察署長・防犯協会韮崎支部
長表彰 双葉分団本部部長　望月新
路　双葉分団第６部班長　櫻本正司
団員　小田切人士

昨
年
九
月
一
日
に
旧
竜
王
町
・
敷
島
町
・
双
葉
町
の

三
町
が
合
併
し
、
甲
斐
市
が
誕
生
、
消
防
団
に
お
い
て

も
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
四
十
回
山
梨
県
消
防
団

員
操
法
大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
お
い
て
、

見
事
に
優
勝
。
甲
斐
市
消
防
団
の
ス
タ
ー
ト
に
、
こ
れ

以
上
無
い
華
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
甲

斐
市
消
防
団
誕
生
を
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
消
防
と
い

う
職
責
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
三
町
消
防
団
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
素

晴
ら
し
い
消
防
団
を
築
い
て
い
く
よ
う
、
団
員
一
同
、

「
一
致
団
結
・
和
」
を
も
ち
、
心
身
・
技
術
を
練
磨
し
、

常
に
備
え
の
あ
る
消
防
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
本
市
に
お
い
て
は
幸
い
に
も
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
観
測
史
上
最
多
と
な
っ
た
台
風
の
上
陸
や
集
中
豪

雨
、
さ
ら
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
と
多
く
の
災
害
が
発

生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
あ
ら
た
め

て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
防
災
体
制
強
化
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
団
に
お
い
て
も
、
火
災
・
自
然
災
害
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら
大
切
な
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
今
後
さ
ら
に
、
広
域
消
防
や
各
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
た
中
で
、
消
防
体
制
の
強
化
を
図
り
、
住

民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
災
害

に
強
い
街
を

目
指
し
、
活

動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

甲斐市消防団統括団長
秋 山　博 人

平成17年甲斐市消防団出初式被表彰者
（敬称略・順不同、抜粋）



◎
申
告
は
旧
町
単
位
・
自
書
申
告
で

行
い
ま
す

昨
年
一
年
間
の
総
決
算
と
な
る
確

定
申
告
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
申
告
期
間
中
に
限
り
地

区
別
日
程
表
を
め
や
す
に
税
務
署
同

様
、
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
行
い

ま
す
。
申
告
受
付
に
つ
い
て
は
、
旧

町
で
実
施
方
法
や
時
間
帯
等
が
異
な

り
ま
し
た
が
、
市
と
し
て
は
、
基
本

的
に
自
書
申
告（
申
告
書
を
自
分
で
作

成
、
市
職
員
が
補
助
）で
実
施
し
、
受

付
時
間
に
つ
い
て
は
、
午
前
の
部
が

９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
の
部
が
１

時
〜
４
時
と
し
、
３
月
６
日
を
除
く

土
曜
・
日
曜
は
相
談
受
付
を
行
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
申
告
会
場
の
混
雑
を
避
け

竜
王
会
場
　
竜
王
北
部
公
民
館
１
階

敷
島
会
場
　
敷
島
第
２
庁
舎
２
階

双
葉
会
場
　
双
葉
公
民
館
２
階（
旧
町
民
会
館
）

受
付
時
間

午
前
の
部
　
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
１
時
〜
４
時

（
混
雑
状
況
に
よ
り
繰
り
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

8

竜王地区申告相談日程表 
月　日 対　　象　　地　　区 

2月16日（水） 
2月17日（木） 
2月18日（金） 
2月21日（月） 
2月22日（火） 
2月23日（水） 
2月24日（木） 
2月25日（金） 
2月28日（月） 
3月  1日（火） 
3月  2日（水） 
3月  3日（木） 
3月  4日（金） 
3月  6日（日） 
3月  7日（月） 
3月  8日（火） 
3月  9日（水） 
3月10日（木） 
3月11日（金） 
3月14日（月） 
3月15日（火） 

竜王１・２区 
竜王３・４区 
上篠原区、古村区 
新居区、仲新居区、田中区 
万才全区 
榎全区 
富竹新田１・２区 
富竹新田３・４区、竜王仲町区 
竜王新町１・２・３・４区 
竜王新町５・６・７区、名取区 
上八幡区、中八幡区 
下八幡１・２区 
下八幡３区、冷間区 
予備日 
八幡新田１・２区、月林区 
玉川東・西区 
玉川団地１・２区 
予備日 
予備日 
予備日 
予備日 
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る
た
め
、
旧
町
単
位
で
日
程
を
設
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
市
民

税
の
申
告
に
つ
い
て
も
旧
町
で
は
窓

口
で
受
付
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
今
回
か
ら
申
告
会
場
で

の
受
付
と
な
り
ま
す
。

◎
土
地
の
譲
渡
、
株
式
の
譲
渡
等
の

申
告
は
税
務
署
で

１
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
市
の
申
告
会
場
は
税
務

署
か
ら
許
可
を
受
け
て
市
の
職
員
が

相
談
及
び
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
１
月
号
と
重
複
の
お
願
い
に
な

り
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、

本
来
の
提
出
先
で
あ
る
甲
府
税
務
署

で
申
告
書
等
の
記
載
指
導
及
び
受
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
営
業
、
不
動
産
業
等
の
人
で
、

初
め
て
確
定
申
告
を
す
る
人
。

②
自
営
業
、
農
業
、
不
動
産
業
等

の
人
で
、
収
支
内
訳
書
の
記
載

が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
人
。

③
青
色
申
告
の
人
で
、
決
算
書
等

の
記
載
が
わ
か
ら
な
い
人
。

④
雑
損
控
除
が
あ
る
人
。

⑤
土
地
や
株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員
権

等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
。

特
に
⑤
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
で

直
接
申
告
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
所
得
税
の
申
告
（
確
定
申
告
）
が
必

要
な
人

◆
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
郵

送
さ
れ
た
人
。

◆
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
、

配
当
、
不
動
産
所
得
等
の
一
年
間

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

◆
土
地
・
建
物
を
譲
渡
（
交
換
を
含

む
）
し
た
人
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
平
成
16
年
分
の
給
与
収
入
の
合

計
額
が
、
２
、
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人
。

◆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る

人
。

◆
給
与
の
支
払
い
を
２
か
所
以
上

か
ら
受
け
て
い
る
人
。

◆
年
末
調
整
し
た
内
容
に
変
更
が

あ
る
人
。

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
人

で
も
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定

申
告
で
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取

得
し
た
場
合
。

◆
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
。

◆
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
。

◆
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

双葉地区申告相談日程表 
月　日 対　　象　　地　　区 

2月16日（水） 
2月17日（木） 
2月18日（金） 
2月21日（月） 
2月22日（火） 
2月23日（水） 
2月24日（木） 
2月25日（金） 
2月28日（月） 
3月  1日（火） 
3月  2日（水） 
3月  3日（木） 
3月  4日（金） 
3月  6日（日） 
3月  7日（月） 
3月  8日（火） 
3月  9日（水） 
3月10日（木） 
3月11日（金） 
3月14日（月） 
3月15日（火） 

 
希望ヶ丘、滝坂、大屋敷、下宿、 
上宿、登美団地、高山台 
 

双葉竪町、大垈、高原団地、団子、 
新田、桃花の街、杏色の街 
 
菖蒲沢、バイパス、横町、寺町、 
双葉仲町、上町、双葉新町 
 
東部、塩崎町、田畑、中村条、上郷、 
米沢、笠石、金剛地、田畑団地 

予備日 
滝沢、駒沢、旭台、つくし野、 
上の山、唐松団地、藍色の街、 
萌黄の街、双葉響が丘団地 
緑ヶ丘、富士見台、山本、岩森、 
下志田、上志田 
予備日 
予備日 

敷島地区申告相談日程表 
月　日 対　　象　　地　　区 

2月16日（水） 
2月17日（木） 
2月18日（金） 
2月21日（月） 
2月22日（火） 
2月23日（水） 
2月24日（木） 
2月25日（金） 
2月28日（月） 
3月  1日（火） 
3月  2日（水） 
3月  3日（木） 
3月  4日（金） 
3月  6日（日） 
3月 7日（月） 
3月  8日（火） 
3月  9日（水） 
3月10日（木） 
3月11日（金） 
3月14日（月） 
3月15日（火） 

清川地区、大久保 
吉沢地区 
睦沢地区 
敷島台、牛句 
松島団地、さつき野 
境北・南、上町南 
上町北、敷島竪町 
長塚 
大下条東 
大下条西・南 
大栄、寺前 
西町、事業団 
町屋、町屋南、宮地 
予備日 
敷島新町 
天狗沢 
東町西・仲、敷島仲町、川辺町 
東町東 
予備日 
予備日 
予備日 



【
寄
付
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】

●
市
へ

・
八
木
久
男
さ
ん
（
篠
原
）
が
、
土
地
６

８
５
・
８
平
方
メ
ー
ト
ル
。

・
相
互
産
業
株
式
会
社
（
富
竹
新
田
）

が
、
１
０
０
万
円
。

・
上
郷
区
・
中
村
条
区
が
、
１
２
０
万

円
。

し
て
い
な
い
場
合
。

◎
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

◆
市
か
ら
「
市
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
申

告
書
」
が
郵
送
さ
れ
た
人
。

た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る

人
は
原
則
申
告
は
不
要
で
す
。

①
確
定
申
告
を
す
る
人
。

②
給
与
収
入
の
み
の
人
で
、
給
与

支
払
者
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

③
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
扶
養

親
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る

人
。

◆
65
歳
以
上
の
人
に
は
市
・
県
民
税

の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
公
的
年
金
収
入
の
金
額
に
よ

っ
て
は
市
・
県
民
税
が
か
か
り
ま

す
。

そ
の
場
合
、
扶
養
控
除
や
生
命
保

険
料
控
除
等
が
あ
る
人
は
、
申
告

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
・
県
民
税

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
所
得
が
無
い
場
合
で
も
、

所
得
が
無
い
旨
の
申
告
が
必
要
で

す
。（
申
告
し
な
い
と
保
険
料
の
軽

減
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

◆
会
社
や
公
的
機
関
に
所
得
証
明
書

な
ど
の
証
明
を
提
出
す
る
こ
と
が

あ
る
人
は
、
所
得
が
無
く
て
も

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
ど
ち
ら
の
申
告
も
申
告
会
場
で
受
付

旧
町
で
は
、
申
告
形
態
に
よ
り
受

付
期
間
や
受
付
場
所
が
ま
ち
ま
ち
で

し
た
が
、
確
定
申
告
を
市
の
会
場
で

行
う
人
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行

う
人
ど
ち
ら
も
、
２
月
16
日
か
ら
各

申
告
会
場
に
て
受
付
を
行
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
用
紙
が
郵
送
で
届
か

な
い
人
で
事
前
に
申
告
用
紙
を
必
要

と
す
る
人
は
、
竜
王
庁
舎
税
務
課
、

各
支
所
市
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
申
告
相
談
受
付
は
２

月
16
日
か
ら
で
す
。

な
お
、
作
成
済
の
申
告
用
紙
を
郵
送

で
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
は
、
確
定

申
告
書
は
甲
府
税
務
署
あ
て
、
市
・
県

民
税
申
告
書
は
竜
王
庁
舎
税
務
課
あ
て

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
甲
府
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

税
務
署
で
は
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
等
は
執
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

申
告
書
は
郵
送
又
は
税
務
署
の
時
間

外
文
書
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ
と
に

よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
本
年
は
、
２
月
20
日
と

２
月
27
日
の
日
曜
日
に
限
り
、
山
梨

県
内
で
は
甲
府
税
務
署
で
、
申
告
相

談
及
び
申
告
書
の
収
受
等
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３
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「
は
が
き
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
身

に
覚
え
の
な
い
借
金
や
情
報
料
金
の
請

求
を
受
け
た
」
と
い
う
相
談
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
法
律
事
務
所

や
公
的
機
関
を
思
わ
せ
る
名
前
を
か
た

る
な
ど
、
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
至
急
連
絡
を
」

「
自
宅
や
勤
務
先
に
回
収

に
行
く
」
と
い
う
文
面

に
驚
い
て
連
絡
を
と
る

と
、
個
人
情
報
の
流
出

に
な
り
逆
効
果
で
す
。

連
絡
し
た
り
支
払
っ

た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◆
身
に
覚
え
の
な
い
不

当
請
求
に
は

・
請
求
に
心
当
た
り
が

な
け
れ
ば
、
連
絡
を

取
ら
な
い
。
支
払
わ

な
い
。

・
悪
質
な
取
り
立
て
や
危
険
を
感
じ
た

ら
警
察
に
連
絡
を
。

■
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は
…

山
梨
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
３
５
）
８
４
５
５

架
空
請
求
に
は
気
を
つ
け
て

架空請求に関する相談件数が 
多い上位10業者 
（資料：国民生活センター） 

（期間：平成16年12月1日～31日） 合計相談件数：48,773件 

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

件数 
1,356 
1,271 
1,042 
972 
952 
909 
808 
801 
730 
561

業　者　名 
チユウオウサイケン 
カントウカンザイキヨク 
ヒガシニホンサイケンカンリキヨク 
ヒガシニホンカンザイキヨク 
フタバサイケンジムキヨク 
ニホンソウゴウカンリジムキヨク 
ニホンコクミンソウゴウカンリキヨク 
オオクラサイケン 
トウキヨウサイケン 
カワイソウゴウホウリツジムシヨ 

収
納
代
理
金
融
機
関
の
廃
止
に
つ
い
て

山
梨
中
央
銀
行
双
葉
支
店
が
、
平

成
17
年
２
月
18
日
（
金
）
を
も
ち
ま
し

て
営
業
を
終
了
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。



昨
年
開
催
さ
れ
た
第
47
回
山
梨
県
更

生
保
護
大
会
の
席
上
、
全
国
保
護
司
等

代
表
者
協
議
会
で
法
務
大
臣
表
彰
を
受

け
た
み
な
さ
ん
の
表
彰
伝
達
が
あ
り
ま

し
た
。

市
か
ら
は
野
田
武
さ
ん
（
万
才
）
と

窪
田
惠
男

し
げ
お

さ
ん
（
境
）
の
お
二
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
永
き
に
わ
た
り
保
護
観

察
対
象
者
の
改
善
更
生
、
犯
罪
予
防
活

動
、
保
護
司
会
の
運
営
な
ど
更
生
保
護

事
業
の
充
実
・
発
展
に
積
極
的
に
貢
献

し
ま
し
た
。
特
に
、
保
護
観
察
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
者
に
対
し
親
身

と
な
っ
て
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
対
象
者
を
更

生
に
導
き
、
善
良
な
社
会
人
と
し
て
社

会
復
帰
さ
せ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

昨
年
京
都
府
で
開
催
さ
れ
た
第
37
回

国
連
運
動
全
国
大
会
の
席
上
、
原
田
静

香
さ
ん
（
竜
王
新
町
）
は
、
日
本
国
際

連
合
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。原

田
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
代
初
め
か

ら
日
本
国
際
連
合
協
会
山
梨
県
本
部
に

入
会
、
国
連
運
動
全
国
大
会
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
の
企
画
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
県
副
本
部
長
に
就
任
後

も
ユ
ニ
セ
フ
募
金
の
活
動
に
自
ら
先
頭

に
立
っ
て
尽
力
す
る
な
ど
、
40
年
近
く

に
わ
た
り
、
国
連
思
想
の
普
及
・
啓
発

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
、
今
回
、
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

野田　武さん

窪田惠男さん

「冬花壇をにぎやかに」
秋から早春にかけて、私たちの目を楽しま

せてくれる花は、種類がとても少なくなりま
す。戸外で楽しめる花となると、さらに減っ
てしまいます。そこで、パンジー・ビオラと
並んで、冬の庭を彩ることのできるプリムラ
を取り上げて見ました。寒さに強いジュリア
ンとポリアンサが適すると思われます。

□株を購入する時
お店では、ほとんど開花株で並んでいます。
手で株元を開いて中心部をのぞき、蕾の数で
判断します。
□植え替え
多くは３～3.5号のポリポットやプラ鉢で

出回り、鉢の中で根が回っています。従って、
ひと回り大きな素焼鉢などに、根を崩さずに
そっと植え替えます。
□置き場所
購入苗は温室育ちが多く、すぐに戸外では

寒害を受けやすいので、昼間は寒風の当たら
ない戸外に置き、夜間は室内で10日ぐらい慣
らしてから戸外管理をします。
□花がら摘み
種をつけると株が弱るので、こまめに花が

らを摘みます。黄化した下葉も病気の原因に
なるので、早目に株元から取り除きます。
□肥料
長く咲き続けるので、花数が減ったり、葉

の色が薄くなってきたら、ややリン酸分の高
い液体肥料を7～10日に１回施します。なお、
鉢植えでは表面が渇いたら、暖かい日にたっ
ぷり水を与えます。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんで
いる、また始めてみたいという人の相談や疑
問に、市の園芸アドバイザー・長谷川孝幸が
お答えします。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎２階）
055（278）1671 055（276）7216

E-mail：toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

日
本
国
際
連
合
協
会
会
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た

原田静香さん

お
詫
び
と
訂
正
　
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
ロ
ボ
コ
ン
県
大
会
優
勝
者
の
名
前
は

中
田
勇
樹
く
ん
の
誤
り
で
し
た
。
こ
こ

に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。
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盆地が一望できる敷島総合公園南

高橋麻由さん（甲斐市吉沢）

紹介してくれる人紹介してくれる人

敷島総合公園に向かって登って
いく途中、右側に小道があります。
ここからは、正面に富士山が見

え、眼下に盆地が一望。見晴しがよくて気持ちがいいとこ
ろです。ここから眺めていると「あぁ、山梨にいるんだな」
と思います。私にとっては、自分の生まれたところを再認
識できる場所です。

12



登美の丘ワイナリーから見る風景

高　洸一さん（甲斐市大垈）

紹介してくれる人紹介してくれる人

富士山が見える竜王東小学校

丹沢友里さん（甲斐市富竹新田）

紹介してくれる人紹介してくれる人

「母校、竜王東小学校から見る富
士山の風景が好きです。小学校
のころ、校庭で遊んでいる時も、

教室にいる時も毎日毎日見ていた気がします。成人式の日、
久しぶりに学校を訪れると富士山は何の変わりもなく堂々とそ
びえ立っていました。その変わりなさに安心感を覚えました。

　サントリーの登美の丘ワ
イナリー駐車場から見る富
士山はとてもきれいでお薦

めです。小学校の頃、よく友だちと自転車で遊びに来
た思い出の場所です。現在は名古屋で医療関係の勉強
をしていますが、自然が多く残る甲斐市が好きなので、
将来は地元に帰ってきたいと思っています。

13
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平成17年 5月21日(土)・22日(日)を中心に、
第17回山梨県スポーツ・レクリエーション祭が
開催されます。
勝敗にこだわる競技スポーツとは違い、楽しみ

ながら参加者相互のコミュニケーションを計るこ
とに重点を置き開催されるスポーツの祭典です。
個人やグループ、また、初心者の方でも気軽に参
加することができます。
なお、市の出場選手枠がありますので希望者が

多数の場合は抽選となります。

申込期日　2月25日（金）

種　　　　目 開催市町村 開 催 日  参加資格  募集人数 構   　　  成 

マ ス タ ー ズ 陸 上 競 技  

壮 年 サ ッ カ ー  

テ ニ ス  

年 齢 別 ソ フ ト テ ニ ス  
ラ ー ジ ボ ー ル 卓 球  
女 子 ソ フ ト ボ ー ル  

年 齢 別 バ ド ミ ン ト ン  
 
ボ ウ リ ン グ  

綱 引 き  

ゲ ー ト ボ ー ル  

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ  

バ ウ ン ド テ ニ ス  

イ ン デ ィ ア カ  
ウ ォ ー ク ラ リ ー  
マ ス タ ー ズ 水 泳 競 技  
カ ヌ ー ツ ー リ ン グ 駅 伝  
フ ォ ー ク ダ ン ス  
車 椅 子 マ ラ ソ ン  

武 術 太 極 拳  
 
ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル  

（※1） 

ターゲットバードゴルフ  

※1　昨年開催された「市民ターゲットバードゴルフ大会」の結果により参加者は決定しています。 

甲 府 市  

韮 崎 市  

甲 府 市  

笛 吹 市  
甲 府 市  
富士吉田市  

上 野 原 町  
 
甲 府 市  

富士吉田市  

笛 吹 市  

南アルプス市 

甲 府 市  

甲 斐 市  
富士吉田市  
甲 府 市  
鰍沢・身延町 
富士吉田市  
甲 府 市  

未 定  
 
南アルプス市 
 
甲 府 市  

5月22日 

5月22日 

5月22日 

5月22日 
5月21日 
5月22日 

5月22日 

5月21日 
   ・22日 
5月15日 
5月2１日 
   ・22日 
5月22日 

5月22日 

5月22日 
5月22日 
5月22日 
5月22日 
5月22日 
5月15日 

5月22日 

5月21日 
   ・22日 

5月22日 

フリー 

19人 

18人 

6人 
5人 
25人 

12人 
 
4人 

8人 

16人 

24人 

6人 

9人 
3人～5人 
フリー 
3人 
フリー 
フリー 

4人～8人 
 
8人 
 

20人 

各種目初心者 
参加可能 
 
混合ダブルス 
3組×3チーム 
ダブルス3組 
団体で参加 
 
混合ダブルス 
3組×2チーム 
 
 
男女別 

8人×2チーム 

8人×3チーム 
男子・女子・混合ダブ
ルス 
 
グループで参加 
 
経験者 
各市町村1チーム 
 
 
 
 
 
 

男子40歳以上 
女子35歳以上 
40歳以上 

20歳以上 

45歳以上 
40歳以上 
家庭婦人 

35歳以上 
 

20歳以上 

20歳以上 

20歳以上 

20歳以上 

フリー 

20歳以上 
フリー 
30歳以上 
フリー 
フリー 
フリー 
40歳以上 
59歳以下 

40歳以上 
 

20歳以上 

■申し込み・問い合わせは　教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656



白銀の世界を満喫！親子スキー教室
市体育協会スキー部では、１月15日（土）、16

日（日）の２日間、長野県青木湖スキー場において
親子スキー教室を開催しました。
この教室には、大人16人、子ども22人が参加

し、スキー初体験の子供も丁寧な指導により一人
で滑れるようになりました。
また、ス

キーを通し
て、親子の
親睦が深め
られるなど
有意義な教
室となりま
した。

平成17年度甲斐市スポーツ施設
利用団体登録受付

甲斐市スポーツ施設の平成17年度利用団体登
録を受け付けます。この登録をしていない団体等
は、甲斐市スポーツ施設を利用することが出来ま
せんので御注意ください。
登録資格 スポーツ活動を目的として、成人を代表

とした市内在住者のみ、10人以上で構成
されている団体。だだし、テニスコート
等の個人競技用施設の利用を希望するグ
ループ（個人）に限り、10人以下での登
録も可能です。また、敷島体育館トレー
ニングルームの利用については、登録の
必要はありません。

申込方法 [平成16年度登録団体の場合]
登録責任者へ申請書を送付します。

[新規登録希望団体の場合] 
教育委員会スポーツ振興課・竜王北部
公民館・敷島公民館窓口で申請書を交
付します。

申込期日 2月28日（月）※期日厳守
提出先　教育委員会スポーツ振興課
注意点 ＊登録に際し、スポーツグループリーダ

ー研修会（3月11日実施）への参加が必要
となります（各団体１名）
＊登録証は、研修会受付時に交付します。

■申し込み・問い合わせは
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

平成17年度スポーツグループリーダー研修会
実業団リーグや高校などで中田久美さんや大林

素子さんら多くのスター選手を育成した経験を持
つ日本航空高等学校女子バレー部中村稔監督を講
師に迎え研修会を行います。平成17年度に市内
スポーツ施設の利用を希望する団体については、
必ず1名参加してください。
また、スポーツ施設利用希望者でなくても市民

であれば誰でも受講ができます。
日　時　3月11日（金）午後７時30分
場　所　双葉ふれあい文化館ホール
内　容
1 研修会「バレーボールを通して

出会った人々」
講　師 日本航空高等学校

女子バレー部 中村 稔監督
2 スポーツ施設等利用者説明会
注意点
＊駐車場が混雑しますので、車は乗り合わせで
お願いします。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
・社会体育施設（4月分）
日時　2月21日（月）午後8時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・

敷島公民館窓口
・学校体育施設（3月分）
日時　2月21日（月）～

午前8時30分～午後5時15分
・社会体育施設（4月分）
日時　2月24日（木）～

午前8時30分～午後5時15分
※11月～3月分の学校体育施設の開放について
は、一斉開放を実施せず、毎月20日（土日祝日
の場合は翌日）から随時受付を開始します。
また、敷島総合公園多目的運動場については、
芝生の養生のため2月21日～5月31日まで開放
できません。
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●１月９日　成人式

１月５日●
着物姿で窓口を
竜王図書館では、仕事始めの日に恒例の
着物姿で対応。職員５人が和服を着て貸
し出し業務などに当たりました。来館者
からは「正月らしくていい」と好評でし
た。

１月14日●
企業消防団出初式　

甲斐市成人式が、昭和町内結婚式場で行われま
した。今年は合
併して始めての
成人式。新成人
808人の門出を
祝いました。
式典では、藤

巻市長が「自分
の道を進んでほ
しい。みなさん
に甲斐市民が期
待している」と
祝辞。成人を代
表して丹沢友里
さんが「自分の
可能性を信じ、
新しい時代に向
かって大きく羽
ばたくことを誓
います」と述べ
ました。

市内のルネサステクノロジ社の自社消
防団が恒例の出初式を敢行。救護訓練、
服装点検などの後、放水訓練を披露。
様々な色の水を出し、華やかに行われ
ました。 ●１月

ロケ真っ盛り
市内では、一昨年の「ウォーターボーイズ」以来テ
レビや映画の様々なロケが行われています。現在は、
木曜日午後10時から放映中（テレビ山梨）の連続ド
ラマ「H２～君といた日々」を収録中。お近くでロケ
が行われることがあるかと思いますが、撮影がスムー
ズに行われるよう、ご協力をお願いします。

敷
島
北
小
卒
業
生
た
ち
は
会
場
で

20
歳
の
自
分
に
宛
て
た
手
紙
が
入

っ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
ま

し
た
。
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●12月31日、１月１日
34年ぶりの雪の大晦日

平成16年の大晦日は昼前から
雪。夜半までに降り積もった
雪は約14センチメートルにも
なり、34年ぶりの大晦日の積
雪となりました。年明けとと
もに例年多くの人が初詣で列
を作る神社でも１割程度の列。
その中、路面の凍結防止のた
め働くみなさんもいました。
恒例のドラゴンパークからの
初日の出は霧で見えず、サッ
カー新春初蹴り大会も中止。
この中を郵便局担当者はチェ
ーンを付けたオートバイなど
で年賀状を届けました。なお、
今年は32年ぶりに２日の配達
も復活しました。

市内各地で小正月の行事が行われました。笠石地区
では、11日、当番が公会堂に集まり「おやなぎさん」
を作り道祖神を飾り付けました。また、14日から16
日にかけて、各地でどんど焼きが行われ、ワラなど
で作られたどんど焼きやぐらに正月飾りなどが入れ
られ火がつけられました。また、繭玉ともいわれる
団子をこの火であぶり食べて、この１年の無病息災
を願いました。

●１月２日
新春マラソン
信玄堤周辺で恒例の新春マラソンが行われました。
朝７時30分、釜無川レクリエーションセンター前に、
竜王走ろう会のメンバーを中心に約30人が集合。準

備運動の後、
三社神社まで
の折り返し約
５キロメート
ルの信玄堤沿
いの市道やサ
イクリング道
路を走りまし
た。

市内各地で小正月行事
１月14日●

ドラゴンパーク展望塔下
ではいも煮汁の配布が

下 福 沢



竜王西児童館 竜王東児童センター 竜王北児童館 玉幡児童館 敷島みなみ児童館 敷島ふれあい中央児童館 敷島なかよし児童館 双葉西児童館 双葉東児童館

1日（火）
広場
10:45

節分工作
15:30

2日（水）
豆まきをしよう
15:00

節分工作
15:30

広場
10:45

ちょっとあそぼうね
10:30

3日（木）
節分のつどい
14:00

節分のつどい
15:30

節分のつどい
15:30

豆まき会
15:00

広場　10:45
豆まき会 15:30

豆まき会
15:30

5日（土） お雛様作り　

7日（月）
バレンタイン工作
15:30

ブロック研修会

8日（火）
広場
10:45

バレンタイン工作
15:30

バレンタイン製作
15:30

幼児教室
10:30

9日（水） ナンバーリンク
工作教室
15:00

広場　10:45
バレンタイン製作 15:30

ぴよぴよくらぶ
10:30

10日（木）
工作教室
15:00

広場
10:45

バレンタイン製作
15:30

12日（土）
音楽あそび
11:00

音楽あそび
9:30

14日（月）
手話を覚えよう
15:00

チョコレート作り
15:30

かんたんクッキー
作り　15:30

ビデオ会
15:00

映画会
15:00

人形劇サークル
15:30

15日（火）
子育て相談日
10:00

広場
10:45

16日（水）
子育て相談日
10:00

子育て相談日
10:00

読み聞かせ
16:00

広場
10:45

万華鏡工作
15:00

ちょっとあそぼうね
10:30

17日（木）
おもちゃの病院
14:00～16:30

広場
10:45

読み聞かせ　
15:30

万華鏡工作
15:00

18日（金）
万華鏡工作
15:00

19日（土）
親子教室
（おひなさま作り）

21日（月）
よみきかせ
15:00

百人一首
15:00

22日（火）
広場
10:45

お誕生日会
15:30

23日（水）
子育て相談日 10:00
なわとび大会 15:30

おやつ作り
（スピード肉まん）

ボランティアの日　
16:00

お誕生会
15:30

広場
10:45

ぴよぴよくらぶ
10:30

万華鏡作り
15:00

24日（木）
壁面工作
15:00

広場　10:45
壁面工作 15:30

万華鏡作り
15:00

25日（金）
劇あそび
15:30

壁面工作
15:00

壁面工作　
15:30

ビデオ会
15:30

万華鏡作り
15:00

26日（土） 親子教室　

28日（月）
おやつ作り
15:00

読み聞かせ　
15:30

人形劇サークル
15:30

万華鏡作り
15:00

図書館まつり
“双葉・本の祭典”

●本のリサイクル市
午前10時～午後3時
内容
当日10時までに、不用
になった本・CD・ビデ
オなどがありましたら
お持ちください。

●朗読会
午後１時30分～2時30分

出演　
朗読ボランティアサークル

みどりの風

●おはなし会の
はじまりはじまり

午後2時～午後2時30分
出演　
図書館ボランティア

ピッピの会
図書館職員

●人形劇　
午後2時30分～3時30分

出演
人形劇団こすもす座

開催日：3月6日（日） 場所：双葉ふれあい文化館、双葉図書館

平成17年度甲斐市放課後児童健全育成事業入会申し込みについて
甲斐市では、平成17年度甲斐市放課後児童健全育成事業入会の申し込みを受け付けています。

入会を希望される方は、早めに申し込みをしてください。
申込書は入会を希望する教室で受領・提出をしてください｡

対　　象　小学校１～3年生（先着順ではありません）
申込期限　2月28日（月）
申込書配布・受領場所　入会を希望する教室
■問い合わせは…子育て支援課（敷島庁舎１階） 055（277）3115

竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前 9時～午後5時

２月のおやすみ 定例休館日 7日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）
建国記念の日　11日（金）
月末整理日 25日（金）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

キッズぷらねっと
日時 2月19日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ　　トロル
内容 お話、ブックトーク、工作

上映会（入場無料）
阿弥陀堂だより
日時 2月20日（日）

午後1時開場、1時30分開演
場所 竜王図書館2階視聴覚室
監督/小泉堯史
出演/寺尾聡、樋口可南子　他
※　先着200人　

真冬のあったかコンサート　
この寒い季節に、どこか懐かしく
さわやかな曲を聴いて心の中までぽ
っかぽっかに暖まってください。
日時 2月26日（土）午後２時開演
出演者 アコースティックデュオＫＵＲＩ
【プロフィール】自然や旅からのイン

スピレーションを受け、アイル
ランドの笛やギリシャの弦楽器
など民族楽器の音色を自由に取
り入れた音楽作成や演奏活動を
行っている２人組。1997年から
はヨーロッパ各国、フィリピン
などでも演奏活動を行っている。

場所 竜王図書館　視聴覚室

敷島図書館

らいおんちゃんのへや
日時 2月3日（木）、17日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 乳幼児
内容 わらべうた、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

えほんのにわ
日時 2月5日（土） 午後2時～

竜王図書館

朗読のおいしい店
おきらく亭
聞いて味わう本の世界。どなた

でも気軽にご来店ください。
日時 2月17日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 「おにのめん」、「腕カバー」

「視聴草」ほか
板前 ねの会
助っ人板前

植松　光宏（奈麻余美文庫）

こぐまちゃんのおへや
日時 2月10日（木）、24日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 5か月～1歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

しろくまちゃんのおへや
対象 3歳～9歳
日時 2月12日（土）、26日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネルシ

アター、工作など

キッズぷらねっと
～ストーリーテリング編～

日時 2月5日（土）

みみどりの風の朗読

オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。オフトーク2チャンネ
ルにおいて21日（月）から25日（金）
まで、図書館ボランティア「みどり
の風」のみなさんによる朗読が放送
されます。午後のひととき、どうぞ
お気軽にお聞きください。

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読み

聞かせ、パネルシアターなど

おはなしのもり
日時 2月19日（土） 午後2時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 小学生くらい
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

双葉図書館

蔵書点検による休館日
2月15日（火）～20日（日）
この期間は蔵書点検のため休

館となります。期間中、本は返
却ボックスに返すことができま
すが、ビデオ等のＡＶ資料は開
館してから返してください。な
お、長期間借りている本やビデ
オなどがありましたら点検前に
返却してください。

ピッピの会ふたり
日時 2月10日（木）

午前10時30分～11時
対象 就園前の乳幼児
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、工作など

ふうせん劇場
日時 2月12日（土）、26日（土）

午前10時30分～11時
対象 幼児・小学生
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアターなど
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20

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

寒
波
に
よ
る
水
道
の
凍
結
防
止
を

寒
さ
は
、
水
道
の
大
敵
で
す

給
水
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
が
凍

っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
破
裂
し
た
り

す
る
、
水
道
の
凍
結
事
故
が
起
き
て
し
ま

い
ま
す
。

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は

翌
朝
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

寝
る
前
に
蛇
口
の
水
を
箸
の
太
さ
く
ら
い

に
出
し
て
凍
結
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。（
お
風
呂
の
浴
槽
等
に
溜
め
る
よ
う
に

し
て
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
）

給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
布
切
れ
や
毛
布
、

あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材
を
巻
き
、
ぬ
れ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を

隙
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、
布

切
れ
な
ど
の
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う

に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
水
道
メ

ー
タ
ー
を
保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ

さ
い
。

水
抜
き
栓
（
不
凍
栓
）
を
使
用
の
ご
家

庭
で
は
、
お
や
す
み
前
や
お
留
守
に
す
る

時
に
忘
れ
ず
に
水
抜
を
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
水
道
は
要
注
意

・
北
向
き
の
と
こ
ろ
、
常
に
日
陰
に
あ
る

も
の

・
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

・
屋
外
に
あ
る
も
の

・
配
管
な
ど
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

も
の

・
中
高
層
住
宅
の
高
架
槽
や
こ
れ
に
水
を

送
る
給
水
管
な
ど

●
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
ら

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル

か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
熱
湯
を
急
に
か
け
る
と
ひ
び
割
れ
や
破

裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
破
裂
や
ひ
び
割
れ
し
た
場
合
に
は

水
抜
き
栓
（
不
凍
栓
）
等
を
閉
め
て
、
漏

水
を
止
め
て
か
ら
指
定
給
水
装
置
工
事
業

者
に
修
理
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。ト

イ
レ
の
タ
ン
ク
、
ボ
イ
ラ
ー
、
電
気

温
水
器
等
の
器
具
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
元
栓
の
あ
る
器
具
も
あ
り
ま
す
。
落
ち

着
い
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
水
抜
き
栓
（
不
凍
栓
）
の
仕
組
み
と
開
け

閉
め
に
つ
い
て

水
抜
き
栓
（
不
凍
栓
）
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
側
に
あ
る
も
の
で
、
丸
い
フ
タ
を

開
け
る
と
中
に
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
バ
ル
ブ
を
左
に
回
す
と
開
き
、
右
に
回

す
と
閉
ま
り
ま
す
。

開
け
閉
め
す
る
と
き
に
少
量
の
水
が
出

ま
す
が
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時

は
、
必
ず
止
ま
る
ま
で
回
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ル
ブ
の
開
閉
が
中
途
半
端
で
す
と
漏
水

状
態
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。メ

ー
タ
ー
を
見
る
こ
と
で
、
き
ち
ん
と

止
ま
っ
た
か
、
ど
う
か
が
分
り
ま
す
。
念

の
た
め
に
メ
ー
タ
ー
を
見
て
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
市
水
道
局

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

下
水
道
は
３
年
以
内
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河

川
に
流
れ
て
い
た
家
庭
の
雑
排
水
や
ト
イ

レ
の
汚
水
が
そ
の
ま
ま
下
水
道
に
流
せ
る

た
め
、
自
然
環
境
や
衛
生
面
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す
る

世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で
借
り

ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
融

資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
く

み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下

水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用
者
に

対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便
所
改
造
助

成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
）

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
下
水
道
へ
早
め
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 

（
旧
竜
王
町
は
40
万
円
で
し
た
）

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年

以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

○
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一

人
い
る
こ
と

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額
（
供
用
開
始
か
ら
）

（
自
己
用
住
宅
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

②
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

③
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
法
人
で

な
い
こ
と

下
水
道
は
何
で
も
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

下
水
道
に
接
続
し
て
も
、
何
で
も
流
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

て
ん
ぷ
ら
油
、
野
菜
く
ず

下
水
管
が
つ

ま
り
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙

水
に

溶
け
に
く
い
紙
は
、
下
水
管
が
つ
ま
る
原

下
水
道
か
ら
お
知
ら
せ
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因
と
な
り
ま
す
。

風
呂
、
洗
面
所
の
毛
髪

下
水
管
の
つ
ま

り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目
皿
の
毛

髪
を
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ナ
ー
、
ア
ル
コ
ー
ル

揮
発
性
が
高

い
物
質
な
の
で
、
爆
発
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

里
道
や
水
路
な
ど
の
国
有
地
は
財
産
の

管
理
も
市
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

平
成
12
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
地
方
分
権
一
括
法
」
に
お
い
て
、
国
有
財

産
（
里
道
・
水
路
）
が
機
能
管
理
だ
け
で
な

く
財
産
権
も
市
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
里

道
・
水
路
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

健
康
生
活
は
国
保
税
の
納
付
か
ら

国
保
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
は
、
国
保

を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し

て
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
加
入
し
て
い
る
人
が
み
ん
な
で
お
金

（
国
保
税
）
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
に
あ
て

る
「
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
で
す
。
こ
の

国
保
の
仕
組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国

保
税
の
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
お
早
め
に
国
保
税
の
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
も
な
く
、
納

期
限
を
過
ぎ
て
も
国
保
税
を
納
め
な
い
場

合
に
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

①
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
送
ら
れ
、

督
促
手
数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

…
電
話
や
文
書
に
よ
る
催
告
、
ま
た
、

直
接
ご
自
宅
ま
で
伺
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

②
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
（「
短
期
被
保

険
者
証
」）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

…
毎
月
窓
口
に
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
、

更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
１
年
経
過
す
る
と
、
保
険

証
を
返
す
こ
と
に
な
り
、「
被
保
険
者

資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

…
こ
の
と
き
、
か
か
っ
た
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
経
過
す
る
と
、

国
保
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
差

し
止
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
さ
ら
に
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
国
保
の

給
付
（
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
出
産

育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
）
の
全
部

ま
た
は
一
部
が
滞
納
分
の
国
保
税
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

市
営
泉
尻
団
地
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
泉
尻
団
地
（
旧
敷
島
町
）

募
集
戸
数

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

選
　
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ

る
希
望
者
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
期
間

２
月
８
日
（
火
）

〜
２
月
18
日
（
金
）

抽
選
日

３
月
９
日
（
水
）
予
定

申
込
用
紙
を
竜
王
庁
舎
（
建
設
課
）、
敷

島
・
双
葉
庁
舎
（
地
域
課
）
で
配
布
し
ま
す

の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
居
者
は
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
が
、

該
当
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま

す
。

※
土
・
日
・
祭
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

食
事
づ
く
り

・
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
で
は
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
虚
弱

（
１
人
暮
し
及
び
夫
婦
の
世
帯
）
の
高
齢
者

で
、
調
理
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
毎

日
、
夕
食
の
手
作
り
弁
当
を
届
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
平

日
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
を
得
て
、
食
事
づ
く
り
と
配
食
を
行
い

ま
す
。

週
に
一
度
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
平
日

の
午
後
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
が
と
れ
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
食
事
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

午
後
１
時
か
ら
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
お
弁
当
づ
く
り

○
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
午
後
３
時

30
分
か
ら
配
食
開
始
（
竜
王
・
双
葉
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
午
後
４
時
か
ら
）

平
均
５
〜
８
件
の
お
宅
へ
お
弁
当
を
配
達
。

約
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
の
活
動
時
間
で

す
。（
終
了
次
第
帰
宅
）

■
問
い
合
わ
せ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
・
敷
島
支
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

竜
王
支
所

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
２

双
葉
支
所

０
５
５
１
（
２
８
）
５
１
０
０

市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

生
涯
学
習
リ
ー
ダ
バ
ン
ク
登
録

（
講
師
募
集
）
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
の
各
種

講
座
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
教
育
委
員
会

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
終
了
後

必
要
に
応
じ
て
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
い
た



し
ま
す
。

な
お
、
既
に
登
録
を
申
し
出
ら
れ
た
人

も
確
認
の
た
め
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
部
員
募
集

昨
年
12
月
15
日
に
甲
斐
市
体
育
協
会
が

設
立
さ
れ
、
所
属
競
技
団
体
で
も
そ
れ
ぞ

れ
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
も
４
月
に
協
会

設
立
を
計
画
、
次
の
部
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
一
般
男
子
部
（
学
生
を
除
く
）

○
壮
年
部
（
40
歳
以
上
）

○
実
年
部
（
50
歳
以
上
）

○
シ
ニ
ア
部
（
59
歳
以
上
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
部
（
学
生
を
除
く
）

○
エ
ル
ダ
ー
部
（
35
歳
以
上
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

２
０
０
５
シ
ー
ズ
ン

ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

昨
季
、
一
時
は
Ｊ
１
昇
格
争
い
に
加
わ

る
な
ど
大
健
闘
し
た
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
。あ

な
た
も
ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
加
入
申
込
書
は
、
市
役
所
及
び

パソコン教室の開催について
①ワード
　3月15日（火）,16日（水）
　午前10時〜正午
　※両日とも出席できる人

⑤自由講座
　3月17日（木）
　午前10時〜正午

⑩自由講座
　3月２４日（木）
　午前10時〜正午

⑪自由講座
　3月２４日（木）
　午後7時〜午後9時

⑫自由講座
　3月２５日（金）
　午前10時〜正午

⑬自由講座
　3月２５日（金）
　午後7時〜午後9時

⑭自由講座
　3月２6日（土）
　午前10時〜正午

⑥自由講座
　3月17日（木）
　午後7時〜午後9時

⑦自由講座
　3月18日（金）
　午前10時〜正午

⑧自由講座
　3月18日（金）
　午後7時〜午後9時

⑨自由講座
　3月19日（土）
　午前10時〜正午

②ワード
　3月15日（火）,16日（水）
　午後7時〜午後9時
　※両日とも出席できる人

③エクセル
　3月22日（火）,23日（水）
　午前10時〜正午
　※両日とも出席できる人

④エクセル
　3月22日（火）,23日（水）
　午後7時〜午後9時
　※両日とも出席できる人

●⑤〜⑭はワード・エクセル・Eメール・インターネットなど自分の学習したい内容を学びます。
●場所　敷島公民館3階研修室（敷島総合文化会館）　　　●対象　市内在住者　※各講座とも過去に同様講座未受講生を優先します。
●定員　①〜④の講座は20人　⑤〜⑭の講座は10人　 　 　 ●費用　無料
●申込方法　1講座に1枚の往復ハガキに 「パソコン教室申し込み」 と記入のうえ 1講座番号 2氏名 （ふりがな） 3住所 4電話番号 5講座で個人
　を選んだ人は何を学びたいか 6過去に敷島町で行われたパソコン教室を受講しているかを明記して郵送してください。　（応募多数の場合は抽選）
●申込締切　2月21日（月）消印有効
■申し込み・問い合わせは⋯教育委員会生涯学習文化課　〒407-0105　甲斐市下今井236-2　☎0551（20）3658
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敷島公民館教養講座（敷島総合文化会館内　3階　創作室）

双葉公民館生涯学習講座（双葉公民館研修室）

■申し込み・問い合わせは⋯敷島公民館（すべて電話で）☎ 055（277）4111

■申し込み・問い合わせは⋯双葉公民館　　☎ 0551（20）3666

講座名

①春夏秋冬
　ビーズで作る
　　森の木シリーズ

フラワーアレンジメント教室
「プリザーブドフラワー」

生花のような風合いを長期間楽し
める「プリザーブドフラワー」。
アンティークな花器にアートと組
み合わせて春らしくアレンジしま
す。プレゼント用ラッピングで仕
上げます。

スワロフスキービーズなどを使
ったハートのモチーフのリング
とネックレスを作ります。①、
②参加で同じシリーズでそろい
ますが、単独の参加も可能です。

ビーズアクセサリー教室①
「シンプルハートのリング」

ビーズアクセサリー教室②
「シンプルハートのネックレス」

②和布を使ったクマもぬ
　いぐるみ

③ビーズで作るひし形リ
　ング

④プリザーブドフラワー
　で作ろう

今回は春の木を作ります。フ
ァンシービーズを使ったミニ
ツリーです。 4 回参加すると
春夏秋冬そろいます。
和風柄布（木綿）を使い全長
16 c mのぬいぐるみを作りま
す。

はじめての方でも作れる、ビ
ーズのアンコール講座です。

デザイン性の高い器を作って
春らしい作品を作ります。

内　　　　　容 定員 期間／時間 講　師

小野まさ美

小野まさ美

清水純子

清水　純子

水村和恵

材料費／持ち物

講座名 内　　　　容 定員 期間／時間 講　師 材料費／持ち物

800円／ハンカチ（無地のもので、
タオル不可）ラジオペンチ（ある
人は、ニッパー）

800円／ハンカチ（無地のもので、
タオル不可）はさみ

2,000円／はさみ、カッター

1,800円／筆記用具、はさみ、
工作用ボンド、持ち帰り用紙袋

700円／ハンカチ（タオルは不可）
はさみ、眼鏡（必要な方）

 1,100円／ハンカチ（タオルは不可）
はさみ、眼鏡（必要な方）

800円／はさみ、針（木綿用ぬい針）

20人

20人

20人

20人

20人

30人

30人

 3月2日（水）
午後1時30分〜3時30分

 3月16日（水）
午後1時30分〜3時30分

 3月23日（水）
午後1時30分〜3時30分

 3月４日（金）
午後７時〜９時

 3月17日（木）
午後1時30分〜3時30分

 3月24日（木）
午後1時30分〜3時30分

 3月9日（水）
午前10時00分〜正午
午後1時30分〜3時30分

●受付期間

●受付開始
●受講対象者

２月８日（火）午前９時から電話で受付（定員になり次第締切）
市内在住者及び市内に勤務されている18歳以上の人

●受講料 無料（講座により材料費がかかります）

①２月８日（火）〜２月16日（水）
全て午前9時より受付開始

②２月１５日（火）〜２月23日（水） ③２月２２日（火）〜 3月２日（水）④３月１日（火）〜 3月９日（水）

水村　和恵



公
民
館
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.v
en
tforet.co.jp

/

）

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

（
株
）
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ

０
５
５
（
２
５
４
）
６
８
６
７

合
唱
に
興
味
の
あ
る
人
、
集
ま
り
ま
せ
ん
か

甲
斐
市
誕
生
を
機
会
に
、
合
唱
団
の
発

足
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
次
の
日
程
で
「
顔
合
わ
せ
の
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
甲
斐
市
に
お
住
ま

い
の
合
唱
経
験
者
、
ど
う
ぞ
お
集
り
く
だ

さ
い
。

日
　
時

３
月
４
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
１
階
リ

ハ
ー
サ
ル
室

そ
の
他

定
期
練
習
を
４
月
か
ら
毎
週
金

曜
日
の
夜
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ

ノ
ー
ル
、
バ
ス
各
パ
ー
ト
を
募

集
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
坂
和
彦

０
５
５
１
（
２
８
）
６
０
７
９

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

消
費
生
活
教
室
開
催

演
　
題

「
架
空
請
求
・
振
込
詐
欺
な
ど

の
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
」

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
（
架
空
請
求
）
や

電
話
等
を
使
っ
た
詐
欺
事
件
（
振
込
詐
欺
）

な
ど
の
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ

け
、
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

招
き
、
実
際
の
相
談
事
例
を
も
と
に
そ
の

対
処
法
を
説
明
し
ま
す
。

日
　
時

２
月
10
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分

場
　
所

甲
斐
市
働
く
婦
人
の
家

（
万
才
７
６
１
番
地
）

参
加
費

無
料

定
　
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

講
　
師

県
民
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
講
師

そ
の
他

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
日
、
参
加
さ
れ
た
人
に
は

『
く
ら
し
の
豆
知
識
２
０
０
５

年
度
版
』
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

山
梨
県
弁
護
士
会
主
催

市
民
法
律
講
座

第
１
回

２
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
２
時
25
分

「
桃
太
郎
の
は
な
し

ー
法
律
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
ー
」

午
後
２
時
35
分
〜
４
時

「
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

ー
最
近
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

を
中
心
に
し
て
ー
」

第
２
回

２
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
２
時
25
分

「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

ー
裁
く
の
は
あ
な
た
だ
ー
」

午
後
２
時
35
分
〜
４
時

「
男
と
女
の
法
律
関
係

ー
結
婚
・
離
婚
・
愛
人
問
題
等
ー
」

場
　
所

山
梨
県
弁
護
士
会
館

４
階
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５（
２
３
５
）７
２
０
２

ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
体
育
協
会
専
門
部
主
催
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
で
す
の

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
27
日
（
日
）

【
総
合
開
会
式
】

時
　
間

午
前
８
時
30
分

場
　
所

双
葉
体
育
館

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

競
技
会
場

双
葉
体
育
館
他

参
加
資
格

市
内
在
住
者

チ
ー
ム
編
成

各
支
部
単
位
の
チ
ー
ム
と
し
、

２
チ
ー
ム
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
つ
い
て
は
フ
リ

ー
と
す
る
。
な
お
フ
リ
ー
の
部
は
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
も
可
と
す
る
。

ト
リ
ム
の
部
…
40
歳
代
及
び
50
歳
以
上
の

男
女
各
４
人
で
構
成

フ
リ
ー
の
部
…
年
齢
制
限
な
し
男
女
各
４

人
で
構
成

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
…
大
人
の
男
女
４
人
及

び
小
学
生
４
人
で
構
成

参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

（
体
育
館
使
用
料
等
）

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
祭
り

競
技
会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者

甲
斐
市
広
報
誌
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種　別

大人

小　　中

協力会員

プラチナ

ゴールド

ソルバー

特 　 典

会員証  （全席共通）
２００５オリジナルシャツ（Oサイズのみ）

会員証  （全席共通）

会員証  （A席）

会員証  （全席共通）

会員証・ A席入場券1枚

年 会 費
ホームゲーム

バック・サイドA席

無料 無料

無料 無料

無料 無料

無料 1,000円

33,000円

22,000円

15,000円

5,000円

10,000円500円

（当日券）

（ 当 日 券 ）
1,500円

（ 当 日 券 ）

メインスタンドS 席

クラブサポーター（個人）年会費
（有効期限平成18年１月31日）



チ
ー
ム
編
成

・
各
支
部
及
び
支
部
合
同
チ
ー
ム
（
合

同
チ
ー
ム
は
２
支
部
ま
で
可
）

・
市
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
一
般
チ

ー
ム

＊
公
認
審
判
員
２
人
を
チ
ー
ム
か
ら
出
す

こ
と
。

●
卓
球
祭
り

競
技
会
場

竜
王
体
育
館

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
全
日
制
の
学
生

を
除
く
）

大
会
区
分

団
体
戦
（
支
部
対
抗
）
及
び
個

人
戦

チ
ー
ム
編
成

団
体
戦

選
手
５
人
（
一
般
男
子
３
人
、

一
般
女
子
２
人
）

＊
各
支
部
２
チ
ー
ム
ま
で
参
加
可
。

個
人
戦

一
般
男
子
Ａ

年
齢
制
限
な
し

一
般
男
子
Ｂ

30
歳
未
満

30
歳
以
上
40
歳
未
満

40
歳
以
上
50
歳
未
満

50
歳
以
上

一
般
女
子

30
歳
未
満

30
歳
以
上

申
込
方
法

支
部
対
抗
の
部
は
各
支
部
理
事

に
申
し
込
み
。
他
に
つ
い
て
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
竜
王
北
部

公
民
館
、
敷
島
公
民
館
窓
口
に

て
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
２
月

15
日
（
火
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
提
出
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）

３
６
５
６

初
心
者
の
た
め
の
市
民
卓
球
教
室

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

（
毎
週
金
曜
日
、
計
４
回
）

午
後
８
時
〜
10
時

場
　
所

竜
王
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
者

定
　
員

30
人

講
　
師

市
体
育
協
会
卓
球
部
員

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り
。

申
込
方
法

２
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
自
主
企
画
事
業

「
Ｋ
Ａ
Ｉ
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
２
０
０
５
」

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
、

市
内
在
住
の
ち
び
っ
こ
か
ら
本
格
的
に
活

動
し
て
い
る
人
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
を
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
開
演

入
場
料

無
料

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
０

第
７
回
外
国
人
を
囲
む
地
域
交
流
会

中
国
の
家
庭
料
理
を
囲
ん
で
、
料
理
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
過
し
ま
す
。
だ

れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
、
友

だ
ち
を
誘
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
　
所

竜
王
南
部
公
民
館

内
　
容

中
国
料
理
、
く
じ
引
き
な
ど

対
　
象

市
内
在
住
の
人
（
外
国
人
の
み

な
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
）

参
加
費

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
中
村
巳
喜
雄
）

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
７
９

春
休
み
映
画
会

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
は
、
春
休
み

映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
映
画
館
で

上
映
中
の
「
Ｍ
ｒ．

イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル
」

で
す
。

日
　
時

３
月
27
日
（
日
）

午
前
11
時
開
演

午
後
２
時
開
演
（
２
回
上
映
）

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

料
　
金

小
人
５
０
０
円

大
人
７
０
０
円

親
子
ペ
ア
１
、
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
０

お
役
に
立
ち
ま
す

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に
か

か
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的

と
し
た
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱

っ
て
お
り
、
入
学
時
や
在
学
中
の
費
用
と

し
て
幅
広
く
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

利
用
で
き
る
人

世
帯
の
年
間
収
入
が
９

９
０
万
以
内
（
事
業
所
得
者
７

７
０
万
円
）
の
保
護
者
の
人

融
資
額

学
生
。
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
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ギャラリー紹介

●３月９日（水）まで「ほおずきの会」
（絵手紙）のみなさんの作品を展示
■問い合わせは…竜王北部公民館

055（276）7511

●３月23日（水）まで「押花の会」（押
し花絵)のみなさんの作品を展示
■問い合わせは…竜王南部公民館

055（276）0711
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平成１６年１2月20日　入札 

千　田　地　内 

竜　地　地内外 

岩　森　地　内 

岩　森　地　内 

竜　地　地　内 

篠　原　地　内 

万　才　地　内 

名　取　地　内 

名　取　地　内 

富竹新田　地内 

西八幡　地　内 

玉　川　地内 

中下条　地　内 

　境　　地　内 

島上条　地　内 

島上条　地　内 

中下条　地　内 

島上条　地　内 

大下条　地　内 

牛　句　地　内 

大下条　地　内 

中下条　地　内 

岩　森　地　内 

下今井　地　内 

宇津谷　地　内 

下今井　地　内 

岩　森　地　内 

大　垈　地　内 

西八幡　地　内 

島上条　地　内 

西八幡　地　内 

竜　地　地　内 

富竹新田　地内 

竜　王　地　内 

西八幡　地　内 

富竹新田　地内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

下今井　地　内 

篠原・西八幡地内 

中下条　地　内 

中下条　地　内 

大下条　地　内 

下今井　地　内 

篠　原　地　内 

3,412,500円 

2,541,000円 

2,079,000円 

4,441,500円 

4,462,500円 

6,772,500円 

16,096,500円 

20,160,000円 

24,832,500円 

11,907,000円 

21,157,500円 

5,859,000円 

3,990,000円 

17,955,000円 

7,350,000円 

3,916,500円 

2,205,000円 

1,522,500円 

2,268,000円 

2,005,500円 

3,833,550円 

2,341,500円 

3,696,000円 

11,382,000円 

4,725,000円 

2,677,500円 

2,047,500円 

4,357,500円 

9,450,000円 

17,955,000円 

2,121,000円 

4,651,500円 

20,475,000円 

29,400,000円 

5,061,000円 

17,010,000円 

18,165,000円 

8,746,500円 

7,455,000円 

6,457,500円 

3,255,000円 

9,282,000円 

6,037,500円 

24,202,500円 

5,512,500円 

9,187,500円 

6,930,000円 

10,321,500円 

3,780,000円 

3,129,000円 

3月18日まで 

3月18日まで 

3月18日まで 

3月18日まで 

3月18日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月18日まで 

3月18日まで 

3月18日まで 

2月28日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

2月28日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月28日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

3月25日まで 

1月20日まで 

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

都 市 計 画 課  

都 市 計 画 課  

都 市 計 画 課  

都 市 計 画 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

スポーツ振興課 

寺平千田林道舗装（その３）工事 

農道竜段５号線外２路線舗装工事 

農道中道線舗装工事 

農道横道西線改良工事 

農道着物沢５号線改良（その２）工事 

竜小道路線道路舗装工事 

万才１区内水路改修工事 

名取河原線水路改修工事（1工区） 

名取河原線水路改修工事（2工区） 

富竹新田4区内水路設置工事 

下堰水路改修工事 

玉川村中支線水路改修工事 

仲町大下条線道路改良工事 

上町牛句線道路改良工事 

仲町上町線道路改良工事 

天狗沢境線道路改良工事 

公園通り縦線道路改良工事 

東町慈徳院線道路舗装工事 

大下条名取線道路舗装工事 

宮前水路改修工事 

金ノ尾水路改修工事 

不動ノ木水路改修工事 

新町大垈線側溝改修工事 

市営住宅着物沢線側溝改修工事 

楯無上の山線側溝改修工事 

上町富士見台線舗装工事 

山本地内生活道舗装工事 

大垈地内水路改修工事 

信玄堤玉川線道路改良工事 

金の宮大石田線道路改良工事 

玉幡地区拠点公園外周道路舗装工事 

双葉ＳＡスマートＩＣ取付道路工事 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜16-10工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜16-18工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜16-19工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜16-20工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-12工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-13工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-14工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-15工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-16工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-17工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（敷16-18工区） 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（双16-6工区） 

甲斐市公共下水道舗装復旧工事（竜16-舗1） 

甲斐市公共下水道舗装復旧工事（敷16-その7工区） 

甲斐市公共下水道舗装復旧工事（敷16-その8工区） 

甲斐市公共下水道舗装復旧工事（敷16-その9工区） 

甲斐市公共下水道下今井マンホールポンプ取替工事（双16-ポ1工区） 

甲斐市立竜王南小学校グラウンド夜間照明施設電気設備改修工事 

担　当　課 

日 新 舗 道 （株） 

朝 日 建 設 （株） 

大 鴻 建 設 （株） 

（有） 深 見 組 

（株） 千 徳 建 設 

（株） 新 光 土 木 

龍 王 産 業 （株） 

（株） 新 光 土 木 

龍 王 産 業 （株） 

（有） 今 村 建 設 

四 谷 建 設 （株） 

（有）押 領 司 建 設 

（有） 保 坂 工 業 

松 島 建 設 （株） 

滝 口 建 設 （株） 

（有） 宏 　 　 建 

（株）井上重建運輸 

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション 

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション 

（有）敷島緑化土木 

（有）ひ か り 建 設 

（有） 栄 興 建 設 

（有）深 　 見 　 組 

桜 田 工 業  

桜 田 工 業  

丸 浜 舗 道 （株） 

（株）丸 　 徳 　 組 

（株） 佐 野 建 設 

（有） 清 水 興 業 

大 日 興 業 （株） 

四 谷 建 設 （株） 

（有） 光 本 興 業 

（有） 竹 田 土 木 

（株） 三 澤 工 業 

甲 信ネオ工 業（株） 

千 宝 建 設 （有） 

（株） 高 山 建 設 

（有） 三 井 建 設 

（株）中 　 沢 　 組 

（株）中 　 沢 　 組 

（有）松 永 工 務 店 

（有） 塩 入 工 業 

（有） 井 上 工 業 

（有） 古 屋 工 業 

（株） 新 光 土 木 

（株） 中 村 建 設 

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション 

日 東 建 設 （株） 

荏 原 実 業 （株） 

ヨ ツ ヤ 電 気（株） 

工　　　　　事　　　　　名 工事場所 （大字） 工期（契約日～） 請負金額（円） 業  者  名  

入札結果 



０
万
円
以
内

対
象
学
校

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
、

各
種
学
校

返
済
期
間

10
年
以
内

■
問
い
合
わ
せ
は
…
国
民
生
活
金
融
公
庫
　
　

０
５
５
（
２
２
４
）
５
３
６
１

甲
斐
市
誕
生
記
念
感
謝
デ
ー

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
甲
斐
市
誕

生
を
記
念
し
感
謝
デ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

期
　
間

２
月
１
日
（
火
）
〜

２
月
28
日
（
月
）

※
２
月
８
日
（
火
）
は
休
園

料
　
金

○
フ
リ
ー
パ
ス
券
（
入
園
＋
乗
り
放
題
）

・
大
人
（
大
学
生
以
上
）

３
、
３
０
０
円
（
通
常
４
、
５
０
０
円
）

・
中
人
（
中
学
生
〜
高
校
生
）

２
、
９
０
０
円
（
通
常
４
、
０
０
０
円
）

・
小
人
（
３
歳
〜
小
学
生
）

２
、
２
０
０
円
（
通
常
３
、
５
０
０
円
）

○
入
園
券
（
入
園
の
み
）

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）

８
０
０
円
（
通
常
１
、
２
０
０
円
）

・
小
人
（
小
学
生
以
下
）

４
５
０
円
（
通
常
６
０
０
円
）

※
入
園
窓
口
に
て
甲
斐
市
在
住
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
証
明
で
き
る
も

の
が
な
い
場
合
に
は
、
冬
期
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
料
金
で
の
入
園
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

０
５
５
５
（
２
３
）
２
１
１
１

裁
判
所
庁
舎
建
て
替
え
工
事
の
お
知
ら
せ

甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所
は
、

庁
舎
建
て
替
え
工
事
の
た
め
、
２
月
中
旬

か
ら
駐
車
場
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
車
で
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
来
庁
の
祭
は
他
の
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
・
家
庭
裁

判
所
　

０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
１

求
人
求
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

県
で
は
、
若
い
求
職
者
や
高
校
生
の
み

な
さ
ん
の
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
「
求
人
求
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
（
合
同
就
職
面
接
会
）」
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時

２
月
９
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
　
　

会
　
場

ア
ピ
オ
甲
府

内
　
容

求
人
企
業
と
の
就
職
面
接
会

参
加
方
法

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
面
接
会
）
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
求
職
者
の
人
は
、
申
込
不
要
。（
顔

写
真
付
き
の
履
歴
書
を
複
数
準
備
し
て
く

だ
さ
い
）

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
面
接
会
）
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
求
人
企
業
は
、
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
。
※
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
は
、

雇
用
保
険
の
失
業
認
定
に
お
け
る
求
職
活

動
の
実
績
と
な
り
ま
す
。

参
加
費

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
労
政
雇
用
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２

〜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
贈
る

花
の
ケ
ー
キ
ポ
ッ
ト
ア
レ
ン
ジ
〜

冬
の
花
々
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
贈
る
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

２
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
、

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

（
北
杜
市
明
野
町
）

内
　
容

ケ
ー
キ
ポ
ッ
ト
に
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
る
講
習
会

定
　
員

各
回
先
着
20
人

参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
）（
別
途
入
園

料
が
必
要
）

そ
の
他

観
賞
温
室
で
は
、
洋
ラ
ン
の
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

■
問
い
合
わ
せ
は
…

県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所

０
５
５
１（
２
５
）４
７
０
０

「
科
学
遊
園
」
科
学
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

風
、
熱
、
水
。
目
に
は
見
え
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、
色
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
遊
び
な
が
ら
体
感
で
き
る
、
科
学
の
ス

ポ
ー
ツ
広
場
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

４
月
11
日
（
月
）
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
休
館
　
毎
月
第
３
月
曜
日
）

場
　
所

県
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
甲
斐

市
竜
王
新
町
）

内
　
容

４
つ
の
機
械
で
い
ろ
い
ろ
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
体
験
す
る

風
に
負
け
る
な
…
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
挑

戦
、
君
は
何
秒
間
耐
え
ら
れ
る
か
な
。

光
と
勝
負
…

ど
ん
ど
ん
た
ま
る
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
邪
魔
を
し
よ
う
。

ひ
た
す
ら
回
せ
…
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
大
車

輪
を
回
そ
う
。

花
を
咲
か
せ
よ
う
…
形
状
記
憶
合
金
を
暖

め
て
花
を
咲
か
せ
よ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
発
電
総
合
制
御
所

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

０
５
５（
２
７
８
）１
２
１
１

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
「
学
生
募
集
」

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、
平
成
17

年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。「
共
に
学
び
、

明
日
へ
の
生
き
が
い
を
つ
く
る
」
こ
と
が

勧
学
院
の
ね
ら
い
で
す
。
長
年
培
っ
て
き

た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
学
園
に

集
う
仲
間
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山
梨
、

日
本
と
世
界
、
現
代
社
会
な
ど
に
つ
い
て

共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
数

甲
府
・
中
巨
摩
・
北
巨
摩
な
ど

各
地
域
学
園
で
そ
れ
ぞ
れ
40
人

入
学
資
格

県
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
で
、
健
康
で
学
習
意
欲

の
あ
る
人
。

修
業
年
限

２
年

募
集
期
間

１
月
24
日
（
月
）
〜
（
定
員
に
な

26

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



27

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

夕暮れ時の早めのライト点灯を

ドライバーのみなさん、車のライトは夕方の何時こ
ろから付けていますか。
夕暮れ時は人・車ともお互いが見えにくくなります。

車を運転中に目の前に突然、自転車や歩行者が現れて
「ヒヤリ」とした経験はありませんか。一瞬の発見の遅
れが交通事故の原因となっています。夕暮れ時に発生
する交通事故の中で、歩行者が被害に遭う交通事故は
全体の約３割を占めています。
夕暮れ時の暗くなる30分前から「ライト点灯」を行

うことによって、自分の車の存在を歩行者や対向車に
早く知らせ、交通事故を未然に防止しましょう。
自転車の利用者も反射材を活用するとともに、必ず

ライトを付けましょう。また歩行者のみなさんは、明
るい服装で反射材を付けるとさらに効果的です。
２月の「ライト点灯」の目安時間は、午後５時です。

防犯意識を高めましょう

１　振り込め詐欺に注意
振り込め詐欺の被害に遭う人が後を絶ちません。

「交通事故を起こした」「監禁されている」「借金の保証
人になっている」等の電話をかけてきて現金を振り込
ませてだまし取る詐欺事件が甲斐市でも発生していま
す。このような被害に遭わないために
○相手に名前を名乗らせる　
○こちらから名乗らない　
○事実を確認する
○振り込む前に近所や警察に相談する
などを行い、特に高齢者には日頃からよく話をしてお
きましょう。

２　架空請求に注意を
最近、はがき、封書、電子メール等で身に覚えのな

い請求が届いた方はいませんか。このような通知を受
けた人が「どうすればいいか」といった相談が交番や
駐在所に寄せられています。
身に覚えのない請求には決して応じる必要がありま

せん。請求に心当たりがなければ連絡を取ったり支払
ったりしないでください。悪質な取り立てや危険を感
じたらすぐに警察に連絡してください。

３　ひったくりに注意を
女性や高齢者が乗った自転車の前カゴからバック等

をひったくる被害が甲斐市内でも発生しています。こ
のような被害に遭わないために
○自転車などの前カゴにバックなどを入れない。入
れる場合はひったくり防止ネットをする
○ショルダーバックなどを持っている場合は、車の
通行する側とは反対側に持つように心掛ける
○夜道や人通りの少ない道はできるだけ避ける
など注意しましょう。

り
次
第
締
切
）

入
学
受
付

教
育
事
務
所
で
受
付

学
費
な
ど

基
本
学
習
費
。
そ
の
他
、
ク
ラ

ブ
活
動
・
旅
行
・
教
材
・
勧
学

院
バ
ッ
チ
代
・
傷
害
保
険
な
ど

に
要
す
る
経
費
は
自
己
負
担
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
中
教
育
事
務
所

０
５
５（
２
２
３
）３
６
２
１

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
営
業
中

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

は
、
県
の
体
育
施
設
と
し
て
は
唯
一
の
屋

内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、
ス
ケ
ー
ト
を
中

心
と
し
た
氷
上
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
施
設
で
す
。

家
族
や
仲
間
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
（
期
間
中

無
休
営
業
）

利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

利
用
料
金

一
般
・
大
学
生

１
、
０
０
０
円

高
校
生

７
５
０
円

中
学
生
以
下

４
５
０
円

貸
し
靴

５
０
０
円

（
そ
の
他
、
利
用
料
金
の
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

お
願
い

一
般
利
用
時
間
が
毎
日
異
な
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

０
５
５
（
２
４
３
）
３
１
１
４

「
郷
土
を
語
り
継
ぐ
」
情
報
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
。
ふ
る
さ
と
の
く
ら
し
の
記
憶
と

記
録
を
募
集
し
ま
す
。
や
ま
な
し
の
未
来

に
、
あ
な
た
の
見
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

対
　
象

県
内
の
道
祖
神
祭
り
に
関
す
る

写
真
や
絵
画
　
※
作
品
は
、
明

治
か
ら
現
代
ま
で
の
も
の
に
限

る
。

応
募
方
法

チ
ラ
シ
の
応
募
票
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
や
絵
画
に
添

え
て
次
の
応
募
先
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

締
　
切

３
月
25
日
（
金
）（
必
着
）

活
　
用

県
立
博
物
館
の
開
館
時
企
画
展

「
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
」（
仮

称
）
で
展
示
活
用
し
、
そ
の
後

館
内
に
保
存

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

県
博
物
館
建
設
室

０
５
５（
２
２
３
）１
８
５
８

hakubutsu-k@
pref.yam

anashi.lg.jp
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せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定枝を
粉砕処理します。
日　　程 ２月は次の日をお休みとさせてい

ただきます。
毎週金曜日（4・11・18・25日）

受入時間 午前9時～正午、午後1時～午後4時
持込場所 玉幡中学校北側の市有地
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のもの
に限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付い
た物、及び草等は受入しませんので注意してくだ
さい。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来ま
せん。

河川(鎌田川）水質検査結果について
検 査 日　平成16年12月2日【（ ）内は前月数値】

12月のみゆき橋につきましては、各検査項目と
も環境基準を満たし良好な水質でした。また、南っ
子橋では、先月と同様にＢＯＤと陰イオン界面活性
剤が環境基準をやや超える数値を示していました
が、水量が少なかったことと水温の低下が影響した
と考えられます。
生物化学的酸素要求量（BOD）…水中の汚れを微生
物が分解するときに消費される酸素量を示す。(数
値の大きいほど水が汚れている）
浮遊物質（SS）…水中のプランクトン、生物の死が
いやフンなどの濁りの原因となっている物質の量を
示す。
陰イオン界面活性剤…洗剤に含まれている成分で、

洗濯洗剤や台所の食器洗剤などから
排出される量を示します。

～家庭でできる環境保全～
台所からの排水の中でも、特に天ぷら油等は河川
の汚れの大きな原因となります。食用油は炒め物な
どに使いなるべく使い切るようにしましょう。ま
た、どうしても廃棄する場合には、牛乳パック等に
新聞紙・古キレなどを詰め込み、油をしみ込ませ封
をして、可燃ごみとして出しましょう。

生物化学的酸素
要求量（BOD）

浮遊物質量
（SS）

陰イオン界面
活性剤（ABS）

みゆき橋
（三社神社）

南っ子橋
（竜王南小前）

検査項目
調査地点

単位：mg/

1.1

4.4

（0.9）

（5.0）

2.0

3.0

（10.0）

（4.0）

0.02未満

0.54

（0.02）

（0.76）

甲斐市(旧竜王町)有価物回収運動の日程（２月）

回 収 日  

 

 

2月6日（日） 

 

 

 

 

 

13日（日） 

 

 

 

 

 

20日（日） 

 

 

26日（土） 

27日（日） 

 

 

3月6日（日） 

 

回　収　団　体 回　収　場　所 回 収 時 間  

仲新居区衛生組合 

田中区環境推進 

万才１区育成会 

富竹新田１区 

下八幡１区育成会 

玉川西区育成会 

新居区竜小ＰＴＡ 

富竹新田３区 

竜王新町５区 

下八幡２区育成会 

下八幡３区育成会 

八幡新田２区 

玉川団地１区 

玉川団地２区 

竜王１区育成会 

竜王４区 

万才東区長寿会 

榎東･西区自治会･育成会 

富竹新田２区 

富竹新田４区 

玉川東区衛生・育成会 

八幡新田１区 

上篠原区育成会・竜小PTA 

田中区南小ＰＴＡ 

田中２区育成会 

玉川西区育成会 

公民館前隣（旧公会堂跡地） 

田中区ふれあい広場 

働く婦人の家 

いこいの広場 

下八幡１区公会堂前広場 

玉川西区公会堂 

新居区いこいの広場 

富竹新田２・３区公会堂 

竜王新町下公民館 

八王子神社 

メンズヘアーダンディー駐車場 

八幡新田２区公会堂 

玉川団地１区集会所前 

玉川団地２区集会所前 

竜王１区公会堂 

竜王４区公会堂 

万才東区公民館 

榎公民館前広場 

東児童館前駐車場 

石川瓦工業所西側空地 

玉川東区集落集会所 

八幡新田１区公民館 

上篠原区集落集会所 

田中区ふれあい広場 

田中２区集会所前 

玉川西区公会堂 

7：00～ 8：00 

7：00～ 8：30 

7：00～ 8：30 

8：00～ 9：00 

8：30～10：30 

7：30～ 9：30 

8：00～ 正午　 

7：45～ 9：00 

7：30～ 8：30 

9：00～ 正午　 

8：00～10：00 

7：00～ 8：00 

7：00～ 8：00 

7：00～ 9：00 

8：00～ 9：00 

8：30～10：00 

8：00～ 9：30 

7：00～ 8：30 

7：00～ 9：00 

8：00～ 9：00 

7：30～ 9：00 

7：00～ 8：30 

8：00～ 9：30 

7：00～ 8：30 

8：00～ 9：00 

7：30～ 9：30
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市では、自分の生活を振
り返り、正しい知識や具
体的な方法を知り、  
生活改善の実践に向けて

各教室を開催しています。ぜひご参加ください。 
糖尿病教室・ヘルシー教室では、日ごろ飲んでいるみそ
汁の塩分測定が行えます。希望者はみそ汁をご持参くだ
さい。 

●各種教室 

水中ウォーキング中級コース 
日　時　２月１６日（水）・２月２３日（水）午前１０時～１１時 
場　所　敷島保健福祉センター内歩行浴プール 
対　象　一般成人　 
内　容　適度な運動量で、より効果的な歩行法を学び

筋力をつけていきます。全２回 
定　員　１8人 
受講料　２００円（他に１回につき入場料が１００円かかります） 
持ち物　水着、キャップ、タオル類 
講　師　沢田美千代先生（日本スイミングクラブ協会認定） 
申し込み　２月９日（水）午前８時３０分から健康増進課

で受け付けます。 
■申し込み・問い合わせは… 
　健康増進課（敷島庁舎１階）　  055（277）4735

●甲府保健所 
○心の健康相談（要予約）　  055（237）1437 
○性に関する心の悩み相談　 055（237）0144 
○エイズ相談・検査　　　　  055（237）1384 
　毎週水・木・金曜日　午後１時～３時 
　第３木曜日　　　    午後５時30分～７時30分 
○在日外国人保健相談　　　055（237）1381

●いきいき健康教室を開催します 
　いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるよ
うに多くの人のご参加をお待ちしています。　 
日　時　２月16日（水）午後１時～１時30分 
場　所　志麻の湯　ことぶきセンター 
内　容　運動指導士による『健康でいるための元気体

操』 
※いきいき健康教室終了後、健康相談・血圧測定を実
施します。 
■問い合わせは… 
　高齢福祉課（敷島庁舎１階）　　055（277）3116

●総合健診の結果をまだ持ちに来てない人へ 
総合健診の結果をまだ持ちに来てない人は健康増進課
までご連絡ください。 
■問い合わせは… 
　健康増進課（敷島庁舎１階）　　055（277）4735

ヘルシー 
教　　室 

糖 尿 病  
教　　室 

運　　動 
教　　室 

高血圧、肥満、
高血糖，高脂
血症の人 

2月7日（月） 
午前９時～正午
（申込み２/２まで） 
＊調理実習を行う為、
必ず申し込みをして下
さい。 

２月１４日（月） 
午後1時～４時 
（申込み２/１０
まで） 

２月２２日（火） 
午後１時３０分
～３時（申込み
２/１８まで） 

第５課  
食事について（調
理実習）体脂肪
測定・血圧測定・
身長・体重測定・
血液検査 

エプ 
ロン 
筆記 
用具 

竜王保健
福祉セン
ター 

敷島保健
福祉セン
ター 

双葉保健
福祉セン
ター 

筆記 
用具 

第５課  
運動について～
運動の必要性
について～  血
圧測定・体重測
定・血糖値測定 

軽運動 

高血圧、肥満、
糖尿病高脂
血症など運動
の必要な人 

糖尿病、高血
糖の人とその
家族 

対象者 内　容 日時・受付時間 持ち物 場　所 

*ヘルシー教室・糖尿病教室（１課～６課）は１０月～３月まで行いま 
 す。 
*ヘルシー教室は継続受講可能な人に限り血液検査を行います。 
 朝食をとらずおでかけください。 

●救急医療　まずは連絡をしてから・・・ 
（旧竜王町・旧敷島町の人） 
○救急医療センター・・・　０５５（２２６）３３９９ 
　夜間救急診療・・・毎日午後７時～午前７時 
　応需医療機関の検索、紹介・・・毎日２４時間対応 
○歯科救急センター・・・　０５５（２２０）１１９９ 
　夜間歯科救急診療・・・日曜、祝日の午後５時～１１時 
○救急調剤センター・・・　０５５（２３６）５２００ 
　夜間救急調剤・・・毎日午後７時～１１時 
　医療品の情報提供など・・・毎日午前９時～午後５時 
○精神科救急医療相談・・・　０５５（２５４）３１１９ 
平日・・・午後５時１５分～９時１５分、 
土・日・祝日・・・午前１１時～午後７時３０分 

（旧双葉町の人） 
○峡北消防本部・・・　０５５１（２２）３３１１ 
○山梨県救急医療情報センター・・・　０５５（２２４）４１９９ 

●来院患者さんの待ち時間を解消!
病診連携のご案内 
　市立甲府病院では、地域の医院や診療所のかかりつ
け医との連携（病診連携）を推進しています。あらかじめ、
地域の医院や診療所を受診していただき、当院への受
診が必要なとき、かかりつけ医から当院を紹介していただ
くと「当院の専門医」の診察が受けられます。 
■問い合わせは…市立甲府病院総合支援センター地
域医療連携室　　055（244）1111

健康増進課（敷島庁舎1階）　　　055（277）4735 
竜王支所地域課（竜王庁舎1階）　055（278）1666 
双葉支所地域課（双葉庁舎1階）　0551（20）3651

■申し込みは… 

1
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受付時間　　竜王保健福祉センター　午後１時３０分～２時３０分　　　双葉保健福祉センター　午後1時３０分～2時 
　　　　　　敷島保健福祉センター　午後１時～1時５０分 
持参するもの　（集団接種）母子健康手帳、予診票　　（個別接種）母子健康手帳、予診票、保険証 

●予防接種 

内　　　容 

ツベルクリン・BCG

種　別 

集団接種 

個別接種 

実　施　月　日 実 施 場 所  

事前に予約を入れ、指定医療機関にて接種を行ってください。 

該　当　児（住所地） 

●母子健康手帳の発行 
開庁時間（午前８時３０分～午後５時１５分） 

健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 

印鑑 

時　間 

場　所 

持ち物 

*妊娠中の心配事等ありましたら、ご相談ください 

●親子料理教室 
日　時　２月５日（土）　午前９時45分～午後１時30分 
場　所　敷島保健センター　調理実習室 
内　容　調理実習（ロールフライ、サラダ、スープ、フルーツポンチ）・

試食・食べ物の働き 
対象者　就学児とその保護者（市内） 
持ち物　エプロン・バンダナ等 
■申し込みは…健康増進課（敷島庁舎1階）　055（277）4735

ツベルクリン Ｂ　Ｃ　Ｇ 
２月  １日（火） 
２月１６日（水） 
３月  １日（火） 
３月  ９日（水） 

2月  ３日（木） 
２月１８日（金） 
３月  ３日（木） 
３月１１日（金） 

３ヶ月～48ヶ月未満 （旧双葉町） 
　　〃 　　　　　（旧敷島町） 
　　〃 　　　　　（旧竜王町） 
　　〃 　　　　　（旧竜王町） 

双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 

■問い合わせは…  
　健康増進課（敷島庁舎１階）　 　　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 　055（278）1666 
　双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 　0551（20）3651

＊住所地で会場を分けてありますが、都合がつかない場合は、他の会場で受けることも可能です。 
　受付時間が会場により異なりますのでご注意ください。 
＊H17.４月よりＢＣＧ接種の対象年齢が生後６ヶ月に達するまでの者に改正されます。 
　それに伴い、対象年齢を過ぎた人は任意接種（自己負担での接種）となります。４歳未満で未接種の人は体調を整え、必ずこ 
　の機会に接種を行いましょう。なお、４月以降は集団接種から個別接種へと変わります。 

三種混合（二種混合） 
麻しん、風しん、日本脳炎 

二種混合（２期） 

日本脳炎　（２期） 
　　〃　　（３期） 

個別接種 

個別接種 

事前に予約を入れ、指定 
医療機関にて接種を行っ 
ていください。 

小学６年生（H４.４～Ｈ５.３月生） 

小学４年生（Ｈ６.４～Ｈ７.３月生） 
中学３年生（Ｈ１.４～Ｈ２.３月生） 

＊未接種の人は３月までに接種を
行いましょう。 

＊予診票は配布済ですが、お持
ちでない方は健康増進課、各
支所地域課窓口に用意して
あります。 

●男性料理教室 
日　時　２月27日（日）　午後６時～８時30分頃 
場　所　敷島保健センター調理実習室 
内　容　調理実習（さばのマスタードクリーム焼き・煮物・お浸し・

スープ）　試食 
対象者　市内男性 
持ち物　エプロン・三角巾（バンダナ等） 
■申し込みは…健康増進課（敷島庁舎1階）　055（277）4735

受講申し込み方法　定員２０人 
＊ 所定の申込用紙に必要事項を記入の上、締め切りまでに下記
あてに郵送かＦＡＸで申し込んでください。申し込み用紙は甲府
保健所にあります。 
締め切り　２月１０日（木） 
＊ 公開講座（★）のみ希望の人（先着２０人）は、電話で申し込ん
でください。 
受講料　無料 
その他　第２回及び第３回の会場には駐車場がありません。公共

交通機関をご利用くだい。 
■申し込み・問い合わせは… 
　甲府保健所（〒４００－８５４３　甲府市太田町９－１） 
　　０５５（２３７）１４３７　　　０５５（２３５）７１１５ 

●心の健康ボランティア講座のご案内  
甲府保健所では次のとおりボランティア講座を開催します。関心が
あり、活動できるかたは是非参加してみませんか。 

２月１５日（火） 
午前１０時～正午 

・講義：本県の精神保健福祉の状況 
　　講師　甲府保健所次長 
　　　　　横森　三男 

２月１５日（火） 
午後１時３０分～ 
４時２０分 

★ 公開講座 
・講義：心の病について（仮称） 
　　講師：峡西病院長 
　　　　　浅川　理　 
・講義：精神障害者への支援（仮称） 
　　講師　甲府保健所 
　　精神福祉士　篠原　正之 

山梨県自治会 
研修室１ 
（甲府市蓬沢１－１
５－３５） 

日　　時 内　　　　容 場　　所 

第
　
１
　
回 

第
２
回 

２月２２日（火） 
午後１時～４時 

病院見学・社会復帰施設見学及び
利用者との話し合い 

山角病院 
（甲府市美咲１－６－１０） 
ココット・みさき 
（甲府市美咲１－８－５） 

第
３
回 

３月１日（火） 
午後１時３０分～ 
３時４０分 

話題提供 
　県内のボランティア活動について 
　グループミーティング 

甲府保健所 
会議室 
（甲府市太田町９－１） 
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●乳幼児健診 
内　　容 

4か月児健診 
　　〃 
11か月児健診 
　　〃 
1歳6か月児健診 
　　〃 
2歳児健診 
　　〃 
3歳児健診 
　　〃 

実施月日 
２月２５日（金） 
２月２８日（月） 
２月  ８日（火） 
２月２４日（木） 
２月  ９日（水） 
２月１５日（火） 
２月  ２日（水） 
２月１０日（木） 
２月１７日（木） 
２月２３日（水） 

該　当　児（住所地） 実　施　場　所 
H１６.１０月生まれ 

〃 
H１６. ２月生まれ 

〃 
H１５. ７月生まれ 

〃 
H１５. １月生まれ 

〃 
H１３. ８月生まれ 

〃 

（旧竜王町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧竜王町） 
（旧竜王町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧竜王町） 
（旧竜王町） 
（旧敷島町・双葉町） 

竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 

受付時間　午後1時30分～2時 
持参するもの　母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、3歳児健診） 
　◎ 上記日程で変更の希望のある方は、事前にご連絡ください。　◎ 対象者には個人通知を致します。　◎ 午前中の受付は致しません。 

●離乳食教室 
離乳食の作り方を学び皆で情報交換ができる教室です。 

●母親学級 

内　　　容 実 施 月 日  該　当　児 実　施　場　所 
２月４日（金） 
２月１７日（木） 

H１６．４月生まれ 
H１６．８月生まれ 

敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 

後期の離乳食教室 
前期の離乳食教室 

実施日時 

場　　所 
対 象 者 
講　　師 
持参するもの 
受 講 料 

実 施 日 時  
対　象　者  
講　　　　師 
持参するもの 
受　講　料  
申 し 込 み  

場　　所 

開始　午前９時３０分～１１時３０分（受付午前９時～９時２５分） 
持参するもの　母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な方は、お茶等持参してください。 
　◎ 申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。 

　健やかな赤ちゃんの誕生を願い、妊婦を対象に開催しています。 
妊娠中のすごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。 
気軽にお出掛けになり、心配事、悩み事などありましたら、ご相談ください。 

●マタニティービクス教室 
　マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）　音楽にあわせエアロビックなエクササイズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の
衰えを防止することは安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプアップへとつながります。 

2月7日（月）　午前９時３０分～正午 
第１課　妊娠中の生活・妊婦体操 

助産師　　保健師 
母子健康手帳、筆記用具　・第１課は、体操のできる服装、バスタオル　・第３課はエプロン 

助産師　　保健師 栄養士　　保健師 

双葉保健福祉センター 

無　　料 

甲斐市に在住する５か月すぎの妊婦 

２月１４日（月）　午前９時３０分～正午 
第２課　母乳教室 

２月２１日（月）　午前９時３０分～正午 
第３課　栄養教室 

２月１６日（水）午前１０時～正午 
甲斐市に在住する５か月すぎの妊婦    
マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師    
母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給が必要な人は、お茶等持参してください。    
無　　　　料    
申込書に医師の意見書を添えて申し込んでください。（申込書は本所・支所に用意してあります）   

敷島保健福祉センター 

●家族介護者教室　開催のお知らせ 
　市では、高齢者が健康で生き生きと生活を送れるよう支援するため、在宅で高齢者を介護し
ている家族を対象として、介護方法の知識と技能の普及を目的に甲斐市竜王在宅介護支援
センターとめぐみ荘、敷島荘に委託し、家族介護者教室を毎月開催しています。多くの皆様の
参加をお待ちしています。 

 

テーマ 「急変時の対応について」 
日　時 ２月15日（火）午後２時～ 
場　所 敷島荘 
　　　　（甲斐市大久保１３５７） 
対象者　介護を行っている人、 
　　　　及び介護に関心がある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　敷島荘デイサービスセンター 
　　０５５（２７７）８８１１ 
 

テーマ 「誰もが経験している尿失禁　 
 　　知っていますか？尿失禁のこと！」 
日　時 ２月16日（水）午後１時30分～ 
場　所 竜王保健福祉センター１階作業室 
　　　　（甲斐市西八幡３０１８－１） 
対象者　介護を行っている人 
　　　　及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　竜王在宅介護支援センター 
　（竜王保健福祉センター内） 
　　０５５（２７９）１１１３ 
 

テーマ 「日常動作訓練　Ⅱ」 
日　時 ２月17日（木）午後２時～ 
場　所 めぐみ荘　２階　ホール 
 （甲斐市竜王６４４－５） 
対象者 介護を行っている人 
 及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　めぐみ荘在宅介護支援センター 
　　０５５（２７８）０８８１ 
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   ●親子ウインターキャン
プ（～６日） 
　国立信州高遠少年自
然の家 

●休館日   
●行政・心配ごと相談 
　午前9:00～正午 
　敷島保健福祉センター 
●行政・心配ごと相談 
　午後1:30～4:00 
　竜王中部公民館 
●ビーズブローチ講座 
　午後1:30　敷島公民館 

  

●休館日  
●確定申告スタート（旧町ごと） 
　竜王北部公民館・敷島第２庁舎・双葉公民館 
●心配ごと相談 
　午前9:00～正午　敷島保健福祉センター 
●行政・心配ごと相談 
　午後1:30～4:00　竜王北部公民館 
●ことぶき学級 
　午後1:30　竜王図書館 
●ビーズイヤリング講座 
　午後1:30　敷島公民館 

  

●休館日    
●行政・心配ごと相談 
　午前9:00～正午 
　敷島保健福祉センター 
●行政・心配ごと相談 
　午後1:30～4:00 
　竜王南部公民館 
●プリザーブドフラワー講座 
　午後1:30　敷島公民館 

●3月分社会体育施設開
放随時受付開始 

先勝 

仏滅 大安 

先負 仏滅 大安 赤口 

友引 

友引 

●建国記念の日 
●休館日 

●司法書士による法律相談 
　午後1:00～4:00 
　竜王北部公民館 
●消費生活教室 
　午後1:30 
　働く婦人の家 

●市章募集締切 ●休館日 
●心配ごと相談 
　午前9:00～正午 
　敷島保健福祉センター 
●行政・心配ごと・人権相談 
　午後1:30～4:00 
　竜王北部公民館 
●ビーズリング講座 
　午後1:30 
　敷島公民館 

釜 

釜 

大安 赤口 友引 

先負 仏滅 

釜 

釜 
図 

●休館日    
●行政・心配ごと相談 
　午後1:30～3:30 
　双葉公民館 

●真冬のあったかコンサ
ート 

　午後2:00～ 
　竜王図書館視聴覚室 

図 
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●一般予定●
生活習慣病予防週間（１日～７日）

北方領土返還運動全国強調月間

甲府CATV 市町村インフォメーション 市の生活情報やイベント情報を文字情報でお届けしています。

月～金　午前9時02分～、午前11時42分、午後6時38分
土　　　午後10時02分～
日　　　午前9時02分～、午後1時42分～、午後10時02分～



凡例 

……図書館 

……志麻の湯 

……百楽泉 

……釜無川レクレーションセンター 

……農の駅 

図 

志 

百 

釜 

農 

 

先勝 赤口 

大安 8

1
日 月 火 

6 7

13 14 15

20 21 22

27 28

 ●ターゲット・バードゴルフ
初心者講習会 
　午前9:30 
　釜無川スポーツ公園ターゲ
ット・バードゴルフ場 
●第4回スポーツ少年団 
　「認定員」養成講習会 
　午前8:45 
　竜王図書館視聴覚室 

●休館日 

●親子スキー教室 
　八千穂高原スキー場 

●休館日    
●3月分学校体育施設開
放随時受付開始    

●4月分社会体育施設一
斉開放受付 

　午後8:00 
　双葉公民館 

●ＫＡＩふれあいステージ
2005 

　午前9:30 
　双葉ふれあい文化館 
●スポーツ大会 
　午前8:30 
　双葉体育館　他 

●休館日 
●国民健康保険税納期限
（旧双葉町第6期） 
●介護保険料普通徴収納
期限 

　（旧竜王町・双葉町第6
期、旧敷島町第8期） 

●固定資産税第4期納期
限 

赤口 先勝 友引 

先勝 友引 

先負 仏滅 

●休館日 
●蔵書点検休館日　双葉 
　(20日まで） 

●休館日 

●休館日 

●休館日 

 

 

 

図 

農 図 

●休館日 図 

百 

百 

志 

志 農 

仏滅 

大安 

農 百 

志 農 百 

志 
図 

図 
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水道　休日当番 

日 
  5（土） 
  

修理工事店 電話番号 
甲信ユニット 055-276-5053 

 

佐藤設備 

 6（日） 

  

トーショー 

055-276-3271 
055-276-6351

トーショー 
カネト工業 

055-276-8575

27（日） 

長井設備 

055-276-8575 
055-276-2297

 

長井設備 
鷹野設備 

 

 

下水道新規指定店 
・新建興業 
　　北杜市高根町下黒沢２３２０ 
　　　０５５１（４６）１０２２ 
・ウォーターワークス秋山設備 
　　南アルプス市東南湖３１７０ 
　　　０５５（２８４）０４９８ 

※次の字名の甲斐市牛句・大久保・境・大下条・
中下條・長塚・島上条・天狗沢の方は、甲府市
水道局区域になりますので甲府市水道局へ問
合せ願います。 

■甲府市水道局　　055（228）3311

○竜王給水区域は表のとおりです。 
○双葉給水区域、敷島簡易水道は、 
　甲斐市役所に問合わせ願います。 
■甲斐市役所　　055（276）2111

甲信ユニット 
小澤設備 

11（金） 
12（土） 

055-276-5053 
055-276-4548

055-279-0502

13（日） 佐藤設備 勝又設備 
055-279-0502 
055-276-7827

19（土） 055-276-3271

20（日） 

26（土） 

各種相談の内容
●行政相談
─国や県、市に対する要望や苦情等

●心配ごと
─あらゆる悩みごと心配ごと

●人権相談
─家庭内暴力、差別等

●教育相談
─学校でのいじめ、不登校等



募集する市章 
○市の将来像「緑と活力あふれる生活快適都市」並びに市のイメージ
「風土、歴史、自然など」に相応しい市章であること。 
○市旗、バッジ、封筒等にも使用できるデザインであること。 

○用紙の地色を含めて4色以内とする。 
　なお、グラデーションは不可。 
○自作の未発表作品であること。（他の市
町村章及び商標、シンボル等と類似しな
いもの） 
募集期間 
2月4日（金）郵送の場合は当日消印有効 
応募先 
　  〒400－0192 
　 甲斐市篠原2610 
　甲斐市役所　企画課 
その他 
○応募資格は問いませんが、応
募点数は１人１点とします。 
○応募は、持参または封書に
よる郵送とします。 
　詳しい内容は応募チラシ
をご覧いただくか、企
画課までお問い合わせ
ください。 
■問い合わせは… 
　企画課（竜王庁舎２階） 
　　055（278）1662

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしい 
大豆油インキで印刷しています 

締切は2月4日（金） 締切は2月4日（金） 
市では2月4日（金）までの期間で、市章を募集しています。郵送の場合は

当日消印有効ですので、奮ってご応募ください。


